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■主な記事■主な記事
● 水堀小が127年の歴史に幕…２‐4㌻● 水堀小が127年の歴史に幕…２‐4㌻
● 卒業式と北山形児童館の閉館式…５㌻● 卒業式と北山形児童館の閉館式…５㌻
● 町ふれあいコンサート開催…６㌻● 町ふれあいコンサート開催…６㌻
● 平成30年度町の予算と人事異動…8‐9㌻● 平成30年度町の予算と人事異動…8‐9㌻

ここから歩み始めるここから歩み始める希望の道希望の道
「「ありがとうありがとう」」の気持ちを込めての気持ちを込めて
　沼宮内小の卒業式は３月 20 日、同小体育館で行われました。
同小では、卒業生が卒業証書を保護者に手渡し、小学校卒業まで
の感謝の気持ちを伝えます。中学生活への希望に満ちた新たな道
のりのスタートです。（３月 20日、沼宮内小）
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郷
土
の
愛
情
に
育
ま
れ
１
２
７
年

水
堀
小
の
誇
り
未
来
へ

水
堀
小
の
誇
り
未
来
へ

　

水
堀
小（
川
村
恵
子
校
長
、児
童
31
人
）の
閉
校
に
伴
う
、閉
校
記
念
式
典
と
思
い
出
を
語
る
会
は

３
月
24
日
、同
校
の
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、在
校
生
や
卒
業
生
、歴
代
の
学
校
関
係
者
や
地
域
住
民

ら
約
３
０
０
人
が
郷
土
の
深
い
愛
情
と
と
も
に
歩
ん
だ
同
校
の
閉
校
を
惜
し
み
つ
つ
、子
ど
も
た

ち
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
願
い
、地
域
の
前
進
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

明
治
23
年
に
御
堂
簡
易
小
と
し

て
開
校
し
た
同
校
は
、昭
和
22
年

に
水
堀
小
に
改
称
さ
れ
、１
２
７

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
水
堀
地
区

の
教
育
の
推
進
や
地
域
活
動
に
貢

献
し
、３
６
８
５
人
の
卒
業
生
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

近
年
の
少
子
化
の
影
響
に
よ
り
、

平
成
20
年
か
ら
複
式
学
級
で
の
授

業
が
開
始
さ
れ
、全
校
児
童
数
は

31
人
に
ま
で
減
少
。
町
は
、保
護

者
や
地
域
と
の
学
校
再
編
懇
談
会

を
経
て
、平
成
29
年
度
を
も
っ
て

沼
宮
内
小
と
の
統
合
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、民
部
田
幾
夫
町
長

が「
地
域
と
共
に
歩
ん
だ
水
堀
小
。

将
来
を
担
う
児
童
が
た
く
ま
し
く

◇◇  

水
堀
小
の
歴
史
◇

水
堀
小
の
歴
史
◇

▼
明
治
23
年
（
１
８
９
０
）

　

２
月　

御
堂
簡
易
小
を
創
立
、
開
校

　

10
月　

水
堀
尋
常
小
と
改
称

▼
大
正
８
年
（
１
９
１
９
）

　

４
月　

高
等
科
を
併
設
し
、
水
堀
尋

　
　
　
　

常
高
等
小
と
改
称

▼
昭
和
16
年
（
１
９
４
１
）

　

６
月　

水
堀
国
民
学
校
と
改
称

▼
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）

　

４
月　

水
堀
小
と
改
称
し
、
水
堀
中

　
　
　
　

を
併
設

▼
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）

　

４
月　

豊
岡
分
校
を
設
置

▼
昭
和
27
年
（
１
９
５
２
）

　

９
月　

御
堂
分
校
を
開
校

▼
昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）

　

４
月　

豊
岡
分
校
が
豊
岡
小
に
独
立

▼
昭
和
35
年
（
１
９
６
０
）

11
月　

朽
木
冬
季
分
校
を
開
校

▼
昭
和
44
年
（
１
９
６
９
）

　

11
月　

創
立
80
周
年
を
迎
え
る

　
　
　
　

在
籍
児
童
数
は
同
校
最
高
の

　
　
　
　

３
９
４
人

▼
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）

　

４
月　

水
堀
中
が
沼
宮
内
中
と
合
併

▼
昭
和
48
年(

１
９
７
３
）

　

10
月　

朽
木
分
校
を
廃
止

▼
昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）

　

４
月　

豊
岡
小
と
統
合

▼
平
成
２
年
（
１
９
９
０
）

　

２
月　

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

▼
平
成
９
年
（
１
９
９
７
）

　

３
月　

現
在
の
校
舎
が
完
成

▼
平
成
12
年
（
２
０
０
０
）

　

７
月　

リ
バ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
結
成

　
　
　
　

宮
城
県
吉
浜
小
と
交
流
開
始

▼
平
成
16
年
（
２
０
０
４
）

　

８
月　

第
26
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年

　
　
　
　

団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
男
子

　
　
　
　

の
部
優
勝

▼
平
成
25
年
（
２
０
１
３
）

　

11
月　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
長

　
　
　
　

団
体
表
彰
受
賞

▼
平
成
28
年
（
２
０
１
４
）

　

８
月　

水
資
源
功
績
者
国
土
交
通
大

　
　
　
　

臣
表
彰
受
賞

　

９
月　

い
わ
て
ユ
ネ
ス
コ
科
学
賞
受

　
　
　
　

賞

▼
平
成
29
年
（
２
０
１
７
）

　

８
月　

第
39
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年

　
　
　
　

団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
女
子

　
　
　
　

の
部
優
勝
（
沼
宮
内
小
と
の

　
　
　
　

合
同
チ
ー
ム
）

　

12
月　

環
境
省
「
水
・
土
壌
環
境
保

　
　
　
　

全
活
動
功
労
者
表
彰
」
受
賞

▼
平
成
30
年
（
２
０
１
８
）

　

３
月　

水
堀
小
を
閉
校

　
　
　
　

閉
校
記
念
式
典
、
思
い
出
を

　
　
　
　

語
る
会
を
開
催

前
進
で
き
る
よ
う
、勉
学
、ス
ポ
ー

ツ
、文
化
活
動
へ
の
保
護
者
の
皆

さ
ん
、地
域
の
皆
さ
ん
の
力
強
い

協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
地
域
が
支
え
た
輝
か
し
い
伝

統
は
、こ
れ
か
ら
も
脈
々
と
引
き

継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
後
も
水
堀
地
区
の
子
ど
も
た
ち

の
活
躍
す
る
姿
を
見
守
っ
て
ほ
し

い
」と
感
謝
の
思
い
を
込
め
て
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

川
村
校
長
は「
明
る
く
元
気
に

あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
児
童

と
、熱
心
な
保
護
者
、心
温
ま
る
地

域
の
皆
さ
ん
に
囲
ま
れ
、恵
ま
れ

た
環
境
の
中
で
教
員
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
て
幸
せ
。
リ
バ
ー

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
こ

と
は
全
校
31
人
の
意
欲
に
つ
な

が
っ
た
。
ゆ
は
ず
の
泉
の
一
滴
が

広
い
北
上
川
の
流
れ
と
な
る
よ

う
に
、児
童
の
皆
さ
ん
に
は
周
り

に
良
い
影
響
を
与
え
ら
れ
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
新
し
い
環
境
で

も
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
、人
の

良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
ら
れ
る
思

い
や
り
を
持
っ
て
、し
っ
か
り
一

歩
一
歩
、前
へ
進
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

同
校
で
過
ご
し
た
日
々
に
思
い

を
巡
ら
せ
な
が
ら
、31
人
の
全
校

児
童
を
代
表
し
て
中
居
愛
斗
君

（
６
年
）が
込
み
上
げ
る
思
い
と
と

も
に
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
、全
校

児
童
が
声
を
そ
ろ
え
て「
あ
り
が

と
う
、水
堀
小
学
校
」と
感
謝
の
思

い
を
言
葉
に
し
、体
育
館
に
響
か

せ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、閉
校
記
念

碑
除
幕
式
が
執
り
行
わ
れ
、同
校

の
校
門
そ
ば
に
建
て
ら
れ
た
石
碑

を
披
露
。
長
い
歴
史
の
中
で
歌
い

継
が
れ
て
き
た
校
歌
を
刻
ん
だ

石
碑
を
前
に
、参
加
者
ら
は
そ
の

時
々
の
思
い
出
を
胸
に
校
歌
を
斉

唱
し
、思
い
出
の
学
び
や
に
別
れ

を
告
げ
ま
し
た
。

地
域
が
支
え
た
輝
く
伝
統

地
域
が
支
え
た
輝
く
伝
統

思
い
や
り
育
ん
だ
水
堀
小

思
い
や
り
育
ん
だ
水
堀
小

　僕たちにとって水堀小は、楽しくて温かくて、
とても大切な学校です。北上川をはじめとした豊
かな自然に囲まれたこの学校で、友達や先生と出
会い、勉強はもちろん、友達の大切さなどたくさ
んのことを学びました。世代は違っても、卒業生
一人一人の心に楽しい思い出があるはずです。
　閉校は寂しいけれど、水堀小は僕たちの思い出
として、学んだ力となって、ずっと在り続けます。
難しいことや苦しいことがあっても、ここで学ん
だことに誇りと自信を持ち、真っすぐに未来を見
つめて進んでいきます。新しい学校での僕たちの
頑張りを水堀小が見守ってくれていると信じてい
ます。僕たちの水堀小をいつまでも忘れません。
ありがとう、水堀小学校。

楽しくて、温かくて、とても大切な学校楽しくて、温かくて、とても大切な学校
ここで学んだことに誇りを持ち未来へ―ここで学んだことに誇りを持ち未来へ―

児童代表児童代表

中中
な か いな か い

居居  愛愛
ま な とま な と

斗斗  君君
（水堀小６年）（水堀小６年）

①、②水堀小で過ごした小学校生活に思いをはせ校
歌を歌う児童と関係者の皆さん　③同校の卒業生で
もある民部田幾夫町長が式辞を述べる　④川村恵子
校長から町に校旗が返還されました

①②③

④
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①川口中で過ごした３年間に思いをはせ
る卒業生　②沼宮内小の卒業式で、堂々と
卒業証書を受け取る沢屋敷慧さん　③沼
宮内小の卒業式に出席した在校生は真っ
すぐなまなざしで先輩を送り出します　
④水堀小では同校最後の卒業生が沼宮内
中の制服に身を包み卒業式に臨む

①②

　

巣
立
ち
の
季
節
３
月
。
13
日
か

ら
20
日
ま
で
町
内
８
つ
の
小
中
学

校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

川
口
中（
鈴
木
美
成
校
長
、生
徒

１
０
９
人
）の
卒
業
式
は
14
日
に

挙
行
さ
れ
、鈴
木
校
長
が
卒
業
生

47
人
に
卒
業
証
書
を
授
与
。
式
辞

で
は
、「
卒
業
す
る
47
人
一
人
一

人
の
輝
く
姿
と
、団
結
の
素
晴
ら

し
さ
を
見
せ
て
く
れ
た
。
川
口
中

の
後
輩
へ
の
バ
ト
ン
は
確
実
に
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。
し
な
や
か
な

想
像
力
を
持
ち
、人
と
の
出
会
い

を
大
切
に
多
角
的
で
広
い
視
野
を

持
っ
て
自
分
を
磨
い
て
ほ
し
い
」

と
卒
業
生
へ
最
後
の
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、20
日
に
行
わ
れ
た
沼
宮

内
小（
佐
々
木
一
成
校
長
、児
童

２
７
１
人
）の
卒
業
式
で
は
、59
人

の
卒
業
生
が
受
領
し
た
卒
業
証
書

を
保
護
者
に
手
渡
し
な
が
ら
、感

謝
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
町
立
学
校
で

は
、小
学
校
が
１
０
４
人
、中
学
校

が
１
２
８
人
の
計
２
３
２
人
が
卒

業
。
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
学
び
や

を
巣
立
つ
児
童
生
徒
た
ち
の
飛
躍

が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

47年の歴史に幕
町立北山形児童館閉館

　

北
山
形
児
童
館（
遠
藤
卓
子

館
長
、児
童
６
人
）の
閉
館
式
は

３
月
22
日
、同
館
で
行
わ
れ
、47

年
の
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、児
童
と
家
族
、関
係

者
な
ど
約
40
人
が
出
席
。
民
部

田
幾
夫
町
長
の
式
辞
に
引
き
続

き
、元
職
員
や
地
域
で
同
館
を

支
え
た
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
出
を
語
り
、父
母
会（
山
崎

小
百
合
会
長
）か
ら
は
、同
館
職

員
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た

花
束
と
寄
せ
書
き
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
児
童
た
ち
は
、同
館
で

学
び
、地
域
の
敬
老
会
な
ど
で

発
表
し
た「
キ
ッ
ズ
ソ
ー
ラ
ン
」

な
ど
の
踊
り
や
歌
を
か
わ
い
ら

し
く
披
露
。
参
加
者
は
、閉
館

を
惜
し
み
な
が
ら
も
大
き
な
拍

手
を
児
童
に
送
り
ま
し
た
。

　

同
館
は
昭
和
46
年
４
月
に
開

館
し
、平
成
11
年
に
は
東
部
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
複
合

し
た
施
設
と
し
て
改
築
。
保
育

施
設
と
老
人
福
祉
施
設
が
併
設

さ
れ
た
施
設
と
し
て
、地
域
福

祉
の
象
徴
的
な
存
在
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
５
７
４
人
の
児
童
が

同
館
で
過
ご
し
ま
し
た
。

児童６人を取り囲む保護者や職員など、多くの人に支えられた北山形児童館

③ ④

町
立
８
校
で
卒
業
式

思
い
出
胸
に

思
い
出
胸
に
未
来
へ

　みんなで行った修学旅行が小学校生活の一番の思
い出として記憶に残っています。私は、中学校に入
学して勉強を頑張りたいと思っています。春から沼
宮内小に通う後輩のみんなも、水堀小らしい明るい
笑顔と、元気なあいさつを忘れずに頑張ってほしい
と思います。

　水堀小で始めたホッケーは中学、高校、大学を経て
現在も地元のクラブチームで続けています。６年時に
は全国制覇を経験しましたが、前年に全国ベスト８で
負けた悔しさが記憶に残っています。先輩のためにも、
絶対優勝したいという気持ちで臨んだ大会でした。水
堀小時代の経験が今に生きていると実感しています。

高
たかはし

橋　徹
とおる

さん（25）＝尾呂部＝
（平成 16 年度卒業生）

水堀小初のホッケー全国制覇

横
よこさわ

沢　鈴
りん

 さん（６年）
水堀小最後の卒業生

に
、全
校
児
童
で
踊
り
継
い
で
き

た
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
演
舞

し
、水
堀
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
息

の
合
っ
た
踊
り
を
披
露
し
て
多
く

の
笑
顔
と
と
も
に
会
に
花
を
添
え

ま
し
た
。

　

会
で
は
、同
校
の
創
立
１
０
０

周
年
以
降
の
歴
代
校
長
、Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
に
、水
堀
小
閉
校
記
念
式
典

実
行
委
員
会（
福
士
範
美
委
員
長
）

か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ま
で
学
校
施
設
管
理
に
尽
力

し
た
福
士
斉
さ
ん
と
御
堂
重
機
有

限
会
社
、閉
校
記
念
碑
を
制
作
し

た
白
椛
石
材
に
も
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
創
立
１
０
０
周
年
記

念
事
業
を
開
催
し
た
平
成
２
年
に

第
23
代
校
長
と
し
て
赴
任
し
た
橋

本
寿
美
男
さ
ん（
84
）＝
境
田
＝
は

「
人
情
豊
か
な
こ
の
地
域
に
立
つ

水
堀
小
は
、優
れ
た
多
く
の
人
材

を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
創
立

１
０
０
周
年
と
い
う
節
目
に
校
長

を
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

本
当
に
光
栄
で
す
」と
当
時
を
振

り
返
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、歴

代
の
校
長
や
卒
業
生
が
小
学
校
時

代
の
思
い
出
を
ス
ピ
ー
チ
。
参

加
し
た
関
係
者
は
、自
身
の
在
校

当
時
の
思
い
出
を
笑
顔
で
語
り
合

い
、閉
校
を
惜
し
み
な
が
ら
地
域

に
支
え
ら
れ
て
過
ご
し
た
同
校
の

思
い
出
を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

　

水
堀
小
閉
校
記
念
式
典
、閉
校

記
念
碑
除
幕
式
に
引
き
続
き
、同

校
の
思
い
出
を
語
る
会
が
開
催
さ

れ
、卒
業
生
や
こ
れ
ま
で
の
水
堀

小
の
教
職
員
、地
域
の
皆
さ
ん
な

ど
、関
係
者
が
同
校
体
育
館
に
集

結
し
ま
し
た
。
同
校
で
最
後
の
１

年
間
を
過
ご
し
た
児
童
が
学
校
生

活
を
振
り
返
り
な
が
ら
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
登
場
。
堂
々

と
、そ
し
て
明
る
く
元
気
に
呼
び

掛
け
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
沼
宮
内
中

に
通
う
同
校
の
卒
業
生
ら
と
と
も

水水水水水水堀堀堀堀堀堀小小小小小思思思思思いいいい出出出出出出をををを語語語語語るるるる会会会会会会会会

地域に支えられた学校

心に刻む永遠の思い出

卒
業
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
一
堂
に

思
い
出
語
り
、
心
に
刻
む

①全校児童で踊り継いだよさこいソーラン
を披露する児童　②小学校時代の思い出を語
る卒業生　③卒業生や恩師の懐かしい顔ぶれ
が集まり広がる笑顔　④歴代の校長に感謝状
を贈呈　⑤懐かしい写真に見入る関係者　⑥
多くの参加者が集結した思い出を語る会 ①

②
③

④
⑤

⑥

㊧歌い継がれてきた校歌を刻んだ閉校記念碑　
㊥息の合った踊りで会に花を添えた水堀婦人会　
㊨参加者全員で記念碑を前に校歌斉唱
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石
神
の
丘
美
術
館
は
３
月

　

石
神
の
丘
美
術
館
は
３
月
1616
日
、
日
、

平
成
平
成
1414
年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
以
来
の
入
館
者
数
が

ン
以
来
の
入
館
者
数
が
3030
万
人
を
突

万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き

破
し
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
3030
万
人
万
人

目
の
来
館
者
は
、宮
城
県
大
崎
市
の

目
の
来
館
者
は
、宮
城
県
大
崎
市
の

三
浦
秀
夫
さ
ん（

三
浦
秀
夫
さ
ん（
7373
）と
京
子
さ
ん

）と
京
子
さ
ん

（（
7070
）夫
妻
。
同
美
術
館
に
は
、こ
の

）夫
妻
。
同
美
術
館
に
は
、こ
の

日
が
６
回
目
の
訪
問
と
い
う
２
人
は

日
が
６
回
目
の
訪
問
と
い
う
２
人
は

驚
き
の
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
、

驚
き
の
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
、

笑
顔
で
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席
し
、同

笑
顔
で
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席
し
、同

美
術
館
の
館
長
を
務
め
る
民
部
田
幾

美
術
館
の
館
長
を
務
め
る
民
部
田
幾

夫
町
長
ら
か
ら
記
念
品
や
花
束
な
ど

夫
町
長
ら
か
ら
記
念
品
や
花
束
な
ど

地
方
か
ら
芸
術
と
文
化
を
発
信

地
方
か
ら
芸
術
と
文
化
を
発
信

多
く
の
来
客
に
心
の
安
ら
ぎ
を

多
く
の
来
客
に
心
の
安
ら
ぎ
を

を
受
け
取
り
ま
し
た
。
秀
夫
さ
ん
は

を
受
け
取
り
ま
し
た
。
秀
夫
さ
ん
は

「
石
の
魅
力
と
石
に
対
す
る
情
熱
が

「
石
の
魅
力
と
石
に
対
す
る
情
熱
が

感
じ
ら
れ
、景
観
も
素
晴
ら
し
い
。

感
じ
ら
れ
、景
観
も
素
晴
ら
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
全
国
に
魅
力
を
発
信
し

こ
れ
か
ら
も
全
国
に
魅
力
を
発
信
し

て
ほ
し
い
」と
思
い
を
語
り
、京
子
さ

て
ほ
し
い
」と
思
い
を
語
り
、京
子
さ

ん
は「
こ
の
美
術
館
を
見
た
こ
と
を

ん
は「
こ
の
美
術
館
を
見
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、自
宅
の
庭
園
も
整
備

き
っ
か
け
に
、自
宅
の
庭
園
も
整
備

し
ま
し
た
。
魅
力
的
な
施
設
で
、こ

し
ま
し
た
。
魅
力
的
な
施
設
で
、こ

れ
か
ら
も
立
ち
寄
り
続
け
た
い
」と

れ
か
ら
も
立
ち
寄
り
続
け
た
い
」と

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

同
美
術
館
は
、平
成
５
年
７
月
に

　

同
美
術
館
は
、平
成
５
年
７
月
に

県
内
初
の
野
外
彫
刻
美
術
館
と
し
て

県
内
初
の
野
外
彫
刻
美
術
館
と
し
て

開
館
。
平
成

開
館
。
平
成
1414
年
に
大
規
模
な
リ
ニ

年
に
大
規
模
な
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、本
年
７
月
に
は

ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、本
年
７
月
に
は

開
館
開
館
2525
周
年
を
迎
え
ま
す
。

周
年
を
迎
え
ま
す
。

地元・一方井の歴史を研究し講演する八尾光利さん

①

②

③

④

　

道
の
駅「
石
神
の
丘
」と
岩
手
広
域
交

　

道
の
駅「
石
神
の
丘
」と
岩
手
広
域
交

流
セ
ン
タ
ー
「
プ
ラ
ザ
あ
い
」の
開
業

流
セ
ン
タ
ー
「
プ
ラ
ザ
あ
い
」の
開
業

1515
周
年
を
記
念
し
た
感
謝
の
つ
ど
い
、

周
年
を
記
念
し
た
感
謝
の
つ
ど
い
、

町
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
は
３
月

町
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
は
３
月
2525

日
、町
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
「
森

日
、町
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
「
森

の
ア
リ
ー
ナ
」で
開
催
さ
れ
、町
内
外
か

の
ア
リ
ー
ナ
」で
開
催
さ
れ
、町
内
外
か

ら
約
千
人
が
来
場
し
多
彩
な
音
楽
を
楽

ら
約
千
人
が
来
場
し
多
彩
な
音
楽
を
楽

し
み
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、民

し
み
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、民

謡
歌
手
と
し
て
日
本
一
に
輝
い
た
実
績

謡
歌
手
と
し
て
日
本
一
に
輝
い
た
実
績

を
持
つ
漆
原
栄
美
子
さ
ん
や
小
田
代
直

を
持
つ
漆
原
栄
美
子
さ
ん
や
小
田
代
直

子
さ
ん
、昨
年
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

子
さ
ん
、昨
年
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

し
た
葛
巻
町
の
酪
農
家
、橘
和
徳
さ
ん
、

し
た
葛
巻
町
の
酪
農
家
、橘
和
徳
さ
ん
、

町
出
身
で
ふ
る
さ
と
大
使
を
務
め
、現

町
出
身
で
ふ
る
さ
と
大
使
を
務
め
、現

在
は
東
京
都
を
拠
点
に
活
動
す
る
ボ
ー

在
は
東
京
都
を
拠
点
に
活
動
す
る
ボ
ー

カ
リ
ス
ト
、柴
田
泰
孝
さ
ん
が
順
に
登

カ
リ
ス
ト
、柴
田
泰
孝
さ
ん
が
順
に
登

場
。
民
謡
や
演
歌
、昭
和
歌
謡
に
加
え
、

場
。
民
謡
や
演
歌
、昭
和
歌
謡
に
加
え
、

オ
ペ
ラ
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
音
楽
な
ど
多

オ
ペ
ラ
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
音
楽
な
ど
多

種
多
様
な
楽
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

種
多
様
な
楽
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

漆
原
さ
ん
と
小
田
代
さ
ん
は
、民
謡

　

漆
原
さ
ん
と
小
田
代
さ
ん
は
、民
謡

や
演
歌
、踊
り
も
組
み
込
ん
だ
プ
ロ
グ

や
演
歌
、踊
り
も
組
み
込
ん
だ
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
観
衆
を
魅
了
。
東
北
各
地
の
民

ラ
ム
で
観
衆
を
魅
了
。
東
北
各
地
の
民

謡
を
歌
っ
た
メ
ド
レ
ー
の
場
面
で
は
、

謡
を
歌
っ
た
メ
ド
レ
ー
の
場
面
で
は
、

観
客
席
に
下
り
て
熱
唱
し
、観
客
と
と

観
客
席
に
下
り
て
熱
唱
し
、観
客
と
と

も
に
歌
を
楽
し
み
ま
し
た
。

も
に
歌
を
楽
し
み
ま
し
た
。

多
種
多
様
な
歌
謡
曲
が
一
堂
に

多
種
多
様
な
歌
謡
曲
が
一
堂
に

ふ
る
さ
と
大
使
も
故
郷
で
講
演

ふ
る
さ
と
大
使
も
故
郷
で
講
演

　

橘
さ
ん
は
、自
身
の
デ
ビ
ュ
ー
曲「
千

　

橘
さ
ん
は
、自
身
の
デ
ビ
ュ
ー
曲「
千

の
あ
り
が
と
う
を
」を
含
む
５
曲
を
優

の
あ
り
が
と
う
を
」を
含
む
５
曲
を
優

し
さ
あ
ふ
れ
る
歌
声
に
乗
せ
、観
衆
の

し
さ
あ
ふ
れ
る
歌
声
に
乗
せ
、観
衆
の

心
を
惹
き
つ
け
ま
し
た
。
会
場
全
体
で

心
を
惹
き
つ
け
ま
し
た
。
会
場
全
体
で

一
体
感
を
感
じ
な
が
ら
の
ス
テ
ー
ジ
で

一
体
感
を
感
じ
な
が
ら
の
ス
テ
ー
ジ
で

は
、自
身
の
ギ
タ
ー
演
奏
に
乗
せ
て「
上

は
、自
身
の
ギ
タ
ー
演
奏
に
乗
せ
て「
上

を
向
い
て
歩
こ
う
」を
来
場
者
と
と
も

を
向
い
て
歩
こ
う
」を
来
場
者
と
と
も

に
歌
い
上
げ
、約
千
人
の
来
場
者
と
と

に
歌
い
上
げ
、約
千
人
の
来
場
者
と
と

も
に
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

も
に
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

昨
年
、町
ふ
る
さ
と
大
使
に
就
任
し

　

昨
年
、町
ふ
る
さ
と
大
使
に
就
任
し

た
柴
田
泰
孝
さ
ん
は
下
大
町
出
身
。
８

た
柴
田
泰
孝
さ
ん
は
下
大
町
出
身
。
８

年
間
の
イ
タ
リ
ア
留
学
で
培
っ
た
力
強

年
間
の
イ
タ
リ
ア
留
学
で
培
っ
た
力
強

い
歌
声
を
惜
し
み
な
く
披
露
し
ま
し

い
歌
声
を
惜
し
み
な
く
披
露
し
ま
し

た
。
柴
田
さ
ん
は
、「
オ
ペ
ラ
座
の
怪

た
。
柴
田
さ
ん
は
、「
オ
ペ
ラ
座
の
怪

人
」な
ど
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
曲
の
ほ
か
、

人
」な
ど
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
曲
の
ほ
か
、

平
成
平
成
2828
年
の
希
望
郷
い
わ
て
国
体
の
総

年
の
希
望
郷
い
わ
て
国
体
の
総

合
開
会
式
で
も
披
露
し
た
震
災
復
興
支

合
開
会
式
で
も
披
露
し
た
震
災
復
興
支

援
ソ
ン
グ「
ふ
る
さ
と
の
風
」や
町
に
ゆ

援
ソ
ン
グ「
ふ
る
さ
と
の
風
」や
町
に
ゆ

か
り
あ
る
作
詞
家
、高
橋
掬
太
郎
さ
ん

か
り
あ
る
作
詞
家
、高
橋
掬
太
郎
さ
ん

が
歌
詞
を
作
っ
た「
こ
こ
に
幸
あ
り
」を

が
歌
詞
を
作
っ
た「
こ
こ
に
幸
あ
り
」を

熱
唱
。
地
元
で
の

熱
唱
。
地
元
で
の
凱凱が

い
せ
ん

が
い
せ
ん旋旋
公
演
に
来
場
者

公
演
に
来
場
者

は
大
き
な
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

は
大
き
な
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、コ
ン
サ
ー
ト
の
司
会
と
し
て
、

　

ま
た
、コ
ン
サ
ー
ト
の
司
会
と
し
て
、

葉
木
田
出
身
の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

葉
木
田
出
身
の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
、千
葉
星
子
さ
ん
が
登
場
。
ス
ム
ー

ー
、千
葉
星
子
さ
ん
が
登
場
。
ス
ム
ー

ズ
な
進
行
と
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
語
り

ズ
な
進
行
と
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
語
り

口
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

口
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

①町ふるさと大使として堂々たる歌唱力を披露した柴田泰孝さん　②民謡
日本一に輝いた歌声を響かせた漆原栄美子さん㊧と小田代直子さん　③歌
う酪農家として歌手デビューを果たした葛巻町の橘和徳さん　④コンサー
トは会場いっぱいの来場者でにぎわいました

（左から）同美術館の館長である民部田幾夫町長と記念すべき30万人目（左から）同美術館の館長である民部田幾夫町長と記念すべき30万人目
の来館者となった三浦秀夫さん・京子さん夫妻、滝沢光也副町長、斎藤純の来館者となった三浦秀夫さん・京子さん夫妻、滝沢光也副町長、斎藤純
芸術監督、平沢勝郎教育長芸術監督、平沢勝郎教育長

　

町
文
化
財
講
演
会「
一
方
井
の

歴
史
〜
20
年
の
歩
み
〜
」は
３
月

17
日
、石
神
の
丘
美
術
館
で
開
催

さ
れ
、一
方
井
地
区
の
郷
土
史
研

究
家
、八
尾
光
利
さ
ん（
85
）＝
一

方
井
＝
が
講
演
し
ま
し
た
。
八
尾

さ
ん
は
、自
身
が
退
職
後
、20
年
か

け
て
現
地
調
査
を
行
っ
た
一
方
井

地
区
の
歴
史
や
史
跡
、名
所
な
ど

を
紹
介
。
一
方
井
城
と
輪
台
城
の

成
り
立
ち
や
南
部
氏
の
歴
史
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。ま
た
、

現
在
も
今
松
地
区
に
存
在
す
る
石

地
元
の
歴
史
調
査
続
け
20
年

郷
土
の
文
化
と
歴
史
を
語
る

塔
の
一
種
で
あ
る「
五
輪
塔
」や
黒

石
地
区
に
残
さ
れ
て
い
る「

じ

っ

こ
石
・
婆ば

っ
こ
石
」の
伝
承
を
、実

際
に
残
さ
れ
て
い
る
碑
文
と
と
も

に
紹
介
し
、自
身
の
研
究
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

八
尾
さ
ん
は
、明
治
時
代
に
岐

阜
県
で
発
生
し
た
大
地
震「
濃
尾

大
震
災
」の
供
養
碑
が
一
方
井
地

区
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
触

れ
、「
遠
い
岐
阜
の
地
に
起
こ
っ

た
災
害
の
供
養
碑
が
一
方
井
に
あ

る
の
は
珍
し
い
。
当
時
の
人
の
他

人
を
思
う
気
持
ち
が
表
れ
て
い

る
」と
地
元
の
歴
史
に
思
い
を
は

せ
ま
し
た
。

平成14年のリニューアルから15年平成14年のリニューアルから15年
石神の丘美術館が入館30万人突破石神の丘美術館が入館30万人突破
自然豊かな野外展示場や多彩な企画展が人気

一
方
井
と
浮
島
の
歴
史
を
探
る

郷
土
史
研
究
家
の
八
尾
光
利
さ
ん
が
講
演

道
の
駅「
石
神
の
丘
」、「
プ
ラ
ザ
あ
い
」開
業
15
周
年
記
念
感
謝
の
つ
ど
い

町
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

町
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

伸びやかな歌声響かせ
感謝の思い伝える舞台
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表1　平成30年度一般会計と特別会計の予算総額

図１　一般会計予算の目的別内訳

図２　歳出の性質別内訳

会　計　名 予　算　額 説　　　　明
一　般　会　計 73 億 2,408 万円 特別会計を除く全般的な経費を計上

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 16 億5,436 万円 国民健康保険に係る経費を計上
後期高齢者医療特別会計 1 億 4,630 万円 後期高齢者の医療に係る経費を計上
戸別浄化槽事業特別会計 3,138 万円 戸別浄化槽の設置に係る経費を計上
下 水 道 事 業 会 計 5 億 1,238 万円 下水道に係る経費を計上
水 道 事 業 会 計 6 億 3万円 上水道に係る経費を計上
合　　　計 102 億6,853 万円  岩手町全体の予算額

商　工　費　1億1,318万円　（1.6％）
議　会　費　　　9,841万円　（1.3％）
労　働　費　　　1,711万円　（0.2％）
災害復旧費　　　1,040万円　（0.1％）
予　備　費　０億０,800万円　（0.1％）

民生費 衛生費 教育費 公債費 総務費 土木費 消防費 農林水産業費 その他

17 億8,617 万円 9億 8,191 万円 9億 6,511 万円 9億 3,766 万円 8億 9,447 万円 7億 5,719 万円 4億 2,144 万円 4億 3,303 万円 2億4,710 万円

24.4％ 13.4％ 13.2％ 12.8％ 12.2％ 10.3％ 5.8％ 4.6％ 3.3％

自主財源 諸収入　1億8,372万円（2.5％）
その他　2億3,058万円（3.1％）依存財源

歳入合計 73億2,408万円
歳出合計 73億2,408万円

町税 諸収入 地方交付税 町債 国庫支出金 県支出金 地方譲与税 その他

15 億2,445 万円 4億1,430 万円 30億2,938 万円 8億5,377 万円 6億5,322 万円 4億3,766 万円 1億1,830 万円 2億9,300 万円

20.8％ 5.6％ 41.4％ 11.7％ 8.9％ 6.0％ 1.6％ 4.0％

　

総
額
１
０
２
億
６
８
５
３
万
円

に
上
る
本
年
度
の
一
般
会
計
と
５

つ
の
特
別
会
計
の
予
算
（
表
１
）

は
３
月
15
日
、
平
成
30
年
第
１

回
町
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ

成
立
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の

総
額
は
、
歳
入
、
歳
出
と
も
に

73
億
２
４
０
８
万
円
（
図
１
）

で
、
前
年
度
を
１
億
２
５
１
万
円

（
１
・
４
％
）下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
（
図
１
上
段
）
は
、
町
税

な
ど
町
が
独
自
で
集
め
る
こ
と
が

で
き
る
自
主
財
源
と
地
方
交
付
税

や
国
、
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
、

町
の
借
金
に
当
た
る
町
債
な
ど
の

依
存
財
源
に
分
か
れ
ま
す
。
自
主

財
源
の
比
率
が
大
き
い
ほ
ど
財
政

予
算
総
額
は
１
０
２
億
円

運
営
の
自
主
性
や
安
定
性
が
高
い

と
さ
れ
る
本
町
の
自
主
財
源
比
率

は
、
26
・
４
％
と
な
り
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　　

歳
出
は
、
予
算
の
使
い
方
を

目
的
別
に
ま
と
め
た
図
１
の
下

段
を
見
る
と
、
本
年
度
は
、
住

民
福
祉
の
向
上
に
使
わ
れ
る
民

生
費
が
17
億
８
６
１
７
万
円
で

ト
ッ
プ
。
次
い
で
、
衛
生
費
が

９
億
８
１
９
１
万
円
。
教
育
費
が

９
億
６
５
１
１
万
円
な
ど
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
を
性
質
別
に
分
け

た
図
２
を
見
る
と
、
物
件
費
に

15
億
４
１
７
万
円
、
人
件
費
に

11
億
９
４
３
１
万
円
、
普
通
建
設

事
業
費
に
10
億
４
４
３
２
万
円
な

ど
を
計
上
。
以
下
、
補
助
費
、
公

債
費
な
ど
の
順
に
続
き
ま
す
。

　

経
費
別
で
は
、
土
木･

建
築

事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
は
14
・

４
％
、
公
債
費
や
人
件
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
が
41
・
０
％
、
物
件

費
や
補
助
費
な
ど
そ
の
他
の
経
費

が
44
・
６
％
の
割
合
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歳
出
ト
ッ
プ
は
民
生
費

主
幹
）
▼
健
康
推
進
係
主
任
保
健
師
兼
副
主

幹　

鈴
木
智
子（
健
康
福
祉
課
主
任
保
健
師
）

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
保
健
師
兼

副
主
幹　

道
ノ
下
る
み
子
（
健
康
福
祉
課
主

任
保
健
師
）
▼
主
任　

八
戸
美
和
子
（
健
康

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）

▼
主
任　

千
葉
優
子
（
町
民
課
主
任
）
▼
主

事　

立
花
翔
太
（
税
務
会
計
課
主
事
補
）

◆
税
務
会
計
課

▼
収
納
係
主
幹
兼
会
計
物
品
係
主
幹　

熊
谷

洋
造
（
収
納
係
主
幹
）
▼
課
税
資
産
係
副
主

幹　

平
野
祐
子
（
町
民
課
戸
籍
住
民
係
副
主

幹
）
▼
収
納
係
副
主
幹　

柴
田
直
樹
（
税
務

会
計
課
会
計
物
品
係
副
主
幹
）
▼
主
任　

田

村
律
子
（
教
育
委
員
会
中
央
公
民
館
主
任
）

◆
農
林
環
境
課

▼
農
林
環
境
課
長
併
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

佐
藤
秀
樹
（
派
遣
町
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
長
）
▼
農
業
振
興
係
主
幹
併
農
業
委
員

会
事
務
局
農
地
利
用
係　

西
島
寿
紀
（
健
康

福
祉
課
福
祉
支
援
係
主
幹
兼
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
主
幹
）
▼
環
境
森
林
係
主
幹　

岩
崎
裕

樹
（
農
林
環
境
課
環
境
森
林
係
副
主
幹
）
▼

農
業
振
興
係
副
主
幹
併
農
業
委
員
会
事
務
局

農
地
利
用
係　

岩
崎
朋
之
（
企
画
商
工
課
ふ

る
さ
と
創
生
推
進
室
副
主
幹
）
▼
環
境
森
林

係
副
主
幹　

金
沢
勇
貴
（
企
画
商
工
課
商
工

観
光
係
主
幹
）
▼
環
境
森
林
係
副
主
幹　

立

花
涼
（
水
道
事
業
所
主
任
）
▼
主
任
併
農
業

委
員
会
事
務
局
農
地
利
用
係　

丹
内
真
子

◆
総
務
課

▼
主
任
併
議
会
事
務
局
職
員
併
選
挙
管
理
委

員
会
書
記　

金
沢
浩
美（
農
林
環
境
課
主
任
）

◆
企
画
商
工
課

▼
商
工
観
光
係
主
幹　

佐
藤
博
光
（
農
林
環

境
課
環
境
森
林
係
副
主
幹
）
▼
商
工
観
光
係

副
主
幹　

横
沢
晃
子
（
企
画
商
工
課
企
画
広

報
係
副
主
幹
）
▼
ふ
る
さ
と
創
生
推
進
室
副

主
幹　

越
戸
沢
友
樹
（
企
画
商
工
課
主
任
）

▼
主
任　

高
橋
良
美
（
農
林
環
境
課
主
任
）

▼
主
事　

千
葉
大
地
（
農
林
環
境
課
主
事
）

◆
町
民
課

▼
子
育
て
支
援
係
主
幹　

田
村
育
江
（
総
務

課
行
政
係
副
主
幹
併
議
会
事
務
局
職
員
併
選

挙
管
理
委
員
会
書
記
）
▼
戸
籍
住
民
係
副
主

幹　

北
舘
晶
子
（
町
民
課
主
任
）

◆
健
康
福
祉
課

▼
健
康
福
祉
課
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
水
堀
い
き
が
い

交
流
セ
ン
タ
ー
所
長　

民
部
田
政
彦
（
農
林

環
境
課
長
併
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
▼
福

祉
支
援
係
主
幹
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
幹

　

大
沢
直
樹
（
税
務
会
計
課
課
税
資
産
係
副

（
税
務
会
計
課
主
任
）
▼
副
主
任
併
農
業
委

員
会
事
務
局
農
地
利
用
係　

高
橋
大
記
（
総

務
課
付
山
田
町
派
遣
）

◆
地
域
整
備
課

▼
地
域
整
備
課
長　

佐
藤
竜
也（
派
遣
岩
手
・

玉
山
環
境
組
合
事
務
局
長
）
▼
地
域
整
備
係

主
幹　

阿
部
嘉
仁
（
水
道
事
業
所
上
下
水
道

係
主
幹
）
▼
都
市
計
画
係
主
幹　

笹
渡
輝

昭
（
地
域
整
備
課
都
市
計
画
係
副
主
幹
）
▼

地
域
整
備
係
副
主
幹　

大
巻
和
紀
（
教
育
委

員
会
事
務
局
社
会
教
育
係
副
主
幹
兼
文
化
ス

ポ
ー
ツ
推
進
室
副
主
幹
）
▼
都
市
計
画
係
副

主
幹　

山
中
寿
行
（
地
域
整
備
課
主
任
）
▼

主
事　

三
浦
聖
矢
（
企
画
商
工
課
主
事
補
）

◆
水
道
事
業
所

▼
上
下
水
道
係
主
幹　

井
上
祐
司
（
地
域
整

備
課
地
域
整
備
係
主
幹
）
▼
主
任　

滝
川
昌

洋
（
地
域
整
備
課
主
任
）

◆
教
育
委
員
会
事
務
局

▼
学
校
教
育
係
副
主
幹　

竹
田
宏
記
（
教
育

委
員
会
事
務
局
主
任
）
▼
社
会
教
育
係
副
主

幹
兼
文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
副
主
幹　

阿
部

陽
子
（
企
画
商
工
課
商
工
観
光
係
副
主
幹
）

◆
中
央
公
民
館

▼
主
任　

高
橋
さ
ち
子
（
教
育
委
員
会
事
務

局
主
任
）

◆
議
会
事
務
局

▼
議
事
係
副
主
幹
併
監
査
委
員
事
務
局
副
主

幹　

丹
内
貴
明
（
議
会
事
務
局
主
任
併
監
査

委
員
事
務
局
主
任
）

　

４
月
１
日
発
令
の
町
職
員
の
人
事
異
動
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
延
べ
47
人
（
新
採
用

３
人
含
む
）
が
異
動
。
６
人
が
退
職
し
ま
し
た
。

※
（　

）
内
は
前
任

町
職
員
の
人
事
異
動

町
職
員
の
人
事
異
動

平
成
30
年
度

◆
新
採
用

▼
町
民
課
主
事
補　

福
士
峻
平　

▼
町
民
課

主
事
補　

三
浦
樹
弥　

▼
税
務
会
計
課
主
事

補　

細
野
清
範

◆
沼
宮
内
児
童
館

▼
館
長　

佐
藤
望
美
（
北
山
形
児
童
館
主
任

保
育
士
）

◆
岩
手
・
玉
山
環
境
組
合
【
派
遣
】

▼
事
務
局
長　

八
戸
裕
雄
（
農
林
環
境
課
環

境
森
林
係
主
幹
）

◆
町
社
会
福
祉
協
議
会
【
派
遣
】

▼
事
務
局
長　

早
坂
真
由
美
（
町
民
課
子
育

て
支
援
係
主
幹
）
▼
事
務
局
次
長　

松
田
伸

（
継
続
）　

◆
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
【
派
遣
】

▼
副
主
幹　

立
花
裕
（
継
続
）
▼
副
主
任　

三
浦
祐
介
（
継
続
）

◆
３
月
31
日
付
け
退
職
者

▼
黒
沢
克
哉
（
健
康
福
祉
課
長
）
▼
阿
部
誠

（
地
域
整
備
課
長
）
▼
笈
口
一
美
（
地
域
整

備
課
都
市
計
画
係
主
幹
）
▼
田
中
育
子
（
川

口
保
育
所
調
理
員
）
▼
大
坊
裕
子
（
健
康
福

祉
課
主
任
）
▼
岩
切
拓
斗
（
健
康
福
祉
課
主

事
）

◆
再
任
用

▼
総
務
課
防
災
交
通
係
危
機
管
理
者　

府
金

邦
忠　

▼
健
康
福
祉
課
主
査　

笈
口
一
美　

▼
沼
宮
内
中
用
務
員　

遠
藤
信
男

　

本
年
度
の
一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
の

あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
詳
し

い
予
算
の
使
い
道
な
ど
は
後
日
発
行
予
定
の
「
み

ん
な
の
予
算
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

当
初
予
算

当
初
予
算

平
成
30
年
度
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新新年度年度

始
ま
り
ま
す

始
ま
り
ま
す

20182018

　

平
成
30
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
た
な
制
度
の
運
用
開
始
や
よ
り
便
利

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
制
度
な
ど
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
変
更
点
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、各
担
当
課
な
ど
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

運転免許証
自主返納
支援

あ
い
あ
い
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
回
数
券
。
平
成
30
年
４
月
か
ら
、販
売
を
開
始
し
ま
す

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
と

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
と

公
共
交
通
の
利
用
促
進

公
共
交
通
の
利
用
促
進

交付する公共交通回数券の種類

① あいあいバス・タクシーの回数券
（100 円券 11 枚× 12 組）

② 岩手県北バスのバスカード
（5,000 円券×２枚、1,000 円券×２枚）

③
岩手町タクシー券
（500 円券× 24 枚）

※沼宮内タクシーで利用できます

　役場町民課子育て支援係
　　 62‐2111 内線 505

子育て世帯の負担軽減子育て世帯の負担軽減
多様化するニーズに対応多様化するニーズに対応

子育て
支援

　

町
で
は
、
全
て
の
家
庭
が
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
「
切
れ
目
の

な
い
支
援
」
を
目
指
し
、
新
た
な

子
育
て
支
援
と
し
て
５
つ
の
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、「
子
育
て
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
子
ど
も
医
療
費
助
成
拡
大

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
病
院

な
ど
で
支
払
う
自
己
負
担
額
の
う

ち
１
カ
月
あ
た
り
入
院
５
千
円
、

外
来
１
５
０
０
円
を
超
え
た
額

（
低
所
得
者
お
よ
び
３
歳
未
満
は

全
額
）
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
０
歳
か
ら
中
学
３
年

ま
で
と
し
て
い
た
助
成
対
象
を
高

校
３
年
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

▼
保
育
料
の
10
㌫
減
額

　

現
在
の
保
育
料
を
一
律
10
㌫
減

額
し
ま
す
。
平
成
20
年
度
か
ら
５

度
目
の
減
額
で
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

▼
一
時
保
育
利
用
料
の
無
料
化

　

在
宅
児
童
が
保
護
者
の
傷
病
な

ど
の
都
合
に
よ
り
、
緊
急
に
保
育

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
一
時
的

に
保
育
所
を
利
用
す
る
際
の
利
用

料
金
を
無
料
に
し
ま
す
。
里
帰
り

出
産
や
、
一
時
的
な
帰
省
の
期
間

中
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

▼
入
学
準
備
応
援
事
業

　

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
な
ど

に
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
１
人
に

つ
き
３
万
円
分
の
町
共
通
商
品
券

を
給
付
し
ま
す
。
入
学
を
お
祝
い

す
る
と
と
も
に
、
家
計
へ
の
負
担

の
大
き
い
入
学
・
進
学
用
品
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

▼
中
学
生
学
力
向
上
支
援

　

町
内
中
学
生
の
英
語
力
向
上
と

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
の
対
応
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
養
成

と
漢
字
力
強
化
の
た
め
、
英
語
検

定
と
漢
字
検
定
受
験
料
の
半
額
を

助
成
し
ま
す
。

子
育
て
す
る
家
庭
に
安
心
を

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
と
公
共
交
通
利
用
促
進
の
た

め
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し

た
人
を
支
援
し
ま
す
。
対
象
は
次

の
全
て
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る

人
。
▼
町
内
に
在
住
す
る
人
、
▼

免
許
証
返
納
時
の
年
齢
が
満
70
歳

以
上
の
人
、
▼
平
成
30
年
４
月
１

日
以
降
に
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
し
た
人
。
町
か
ら
１
万
２
千
円

相
当
の
公
共
交
通
回
数
券
な
ど
を

交
付
し
ま
す
。
交
付
す
る
公
共
交

通
回
数
券
は
下
の
表
の
３
つ
の
う

ち
、１
つ
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
に
は
、「
申
請
に
よ
る
運

転
免
許
の
取
消
通
知
書
」
お
よ
び

「
運
転
経
歴
証
明
書
」
が
必
要
で

す
。警
察
署
、運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

で
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
交
付
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
運
転
免

許
の
う
ち
一
部
の
み
を
返
納
し
た

場
合
、
有
効
期
限
切
れ
な
ど
で
免

許
を
失
効
し
た
場
合
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。こ
の
制
度
の
利
用
は
、

１
人
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。

公
共
交
通
回
数
券
を
交
付

を
通
じ
た
福
祉
活
動
へ
の
寄
付
金

と
し
て
の
利
用
も
可
能
で
す
。
な

お
、
共
通
商
品
券
と
の
交
換
、
福

祉
活
動
へ
の
寄
付
金
と
し
て
利
用

す
る
場
合
は
、
満
点
の
ｉ
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
１
枚
に
つ
き
、
５
０
０

円
分
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
役
場
企
画
商
工
課
ふ
る

さ
と
創
生
推
進
室
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
農
林
産
物

の
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
岩
手

町
地
区
猟
友
会
（
佐
々
木
守
会

長
）
へ
の
委
託
や
同
会
員
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
有
害
鳥
獣
の
駆

除
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年

度
新
た
に
、
被
害
防
止
計
画
に

沿
っ
た
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
や
農
地

な
ど
へ
の
防
護
柵
の
設
置
な
ど
を

行
う
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
設

置
し
、
23
人
の
隊
員
に
民
部
田
幾

夫
町
長
が
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し

た
。
同
隊
は
、
平
成
30
年
度
の
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
活
動
を
開

始
。
隊
員
の
任
期
は
２
年
間
で
、

町
の
非
常
勤
特
別
職
と
し
て
鳥
獣

被
害
の
防
止
に
尽
力
し
ま
す
。

　

町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
は
、

農
林
産
物
へ
の
鳥
獣
被
害
が
認
め

ら
れ
た
場
合
や
、
人
身
被
害
の
恐

れ
が
あ
る
場
合
に
町
か
ら
の
指
示

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
活
動

に
よ
り
出
動
し
ま
す
。
主
な
活
動

と
し
て
は
、
追
い
払
い
や
わ
な
の

設
置
、
捕
獲
、
駆
除
に
加
え
て
被

害
防
止
の
た
め
の
指
導
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

同
隊
は
、
猟
友
会
か
ら
の
推
薦

が
あ
っ
た
人
の
ほ
か
、
町
の
職
員

な
ど
で
構
成
。
近
年
、
野
生
鳥
獣

の
増
加
や
生
息
範
囲
の
拡
大
、
耕

作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

問
題
と
な
っ
て
い
る
鳥
獣
被
害
の

防
止
対
策
へ
の
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

　

役
場
農
林
環
境
課
環
境
森
林
係
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鳥
獣
被
害
へ
の
対
策
に
尽
力

農作物の
鳥獣被害
対策

新
体
制
で
鳥
獣
被
害
軽
減
へ

新
体
制
で
鳥
獣
被
害
軽
減
へ

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
新
設

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
新
設

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
代
表
し
て
委

嘱
状
の
交
付
を
受
け
る
佐
々
木
守
さ
ん

　役場企画商工課ふるさと創生推進室
　　 62‐2111 内線 212

i ポイントの運用開始
平成 3030 年４月スタート年４月スタート

①①
地域活動地域活動

メニューに参加し、メニューに参加し、
ポイントをポイントを
もらうもらう

⇒

　

町
で
は
、
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
少
子
高
齢
社
会
を
見

据
え
、
地
域
活
性
化
の
一
環
と
し

て
「
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
」、

「
生
涯
現
役
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
地

域
商
店
会
の
活
性
化
」を
目
的
に
、

岩
手
町
版
地
域
ポ
イ
ン
ト「
ｉ（
あ

い
）
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
に
取
り
組

み
ま
す
。
地
域
で
行
う
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
と
も
に
行
う

社
会
貢
献
活
動
、
町
の
特
定
健
診

や
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
で

ポ
イ
ン
ト
が
獲
得
で
き
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
て
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
て
、
ｉ
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し

支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

　

満
点
と
な
っ
た
ｉ
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
は
、
町
商
業
協
同
組
合
が

発
行
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

「
ホ
ッ
ケ
ー
く
ん
カ
ー
ド
」
と
連

携
。
５
０
０
円
分
の
買
物
券
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
町
共

通
商
品
券
と
の
交
換
や
町
社
会
福

祉
協
議
会
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
へ

ポ
イ
ン
ト
の
活
用
方
法
は
？

新たに運用開始されるｉ（あい）ポイントカード

②②
満点で地域商店の満点で地域商店の
500円お買物券500円お買物券

と交換と交換

③③
地域の商店会で地域の商店会で
お買物券としてお買物券として
利用できます利用できます

⇒

地域
ポイント
制度

　　　◎「ｉ（あい）ポイント」の目的
　・少子高齢社会を見据え、「支え合いの地域づくり」
　・健康増進の意識を高め、みんなで「生涯現役のまちづくり」
　・地域経済の循環を活性化による「地域商店の売り上げ向上」
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付
申
請
書（
町
選
挙
管
理
委
員
会

に
備
え
付
け
。電
話
で
も
請
求
可
）

に
本
人
が
氏
名
を
記
入
し
、身
体

障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手
帳
を

添
え
て
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
申

請
し
、あ
ら
か
じ
め
郵
便
等
投
票

証
明
書（
７
年
間
有
効
）の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、本
人

が
記
載
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
た

場
合
、代
理
記
載
制
度
を
利
用
で

き
ま
す
。
代
理
記
載
制
度
対
象
者

（
表
２
）は
申
請
書
の
署
名
は
不
要

で
す
が
、代
理
記
載
人
と
な
る
人

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

▼
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
す
で
に

持
っ
て
い
る
人
は
、｢

投
票
用
紙

と
投
票
用
封
筒
の
請
求
書｣

に
本

人
が
氏
名
を
記
入
の
上
、交
付
さ

れ
た
証
明
書
を
送
付
し
、町
選
挙

管
理
委
員
会
へ
投
票
用
紙
と
投
票

用
封
筒
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

開
票
は
、投
票
日
当
日
の
５
月

20
日（
日
）午
後
７
時
か
ら
町
総
合

開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
町

内
の
有
権
者
は
誰
で
も
参
観
可
能

で
、定
員
は
50
人
で
す
。

【
選
挙
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
】

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
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期
日
前
投
票
は
、役
場
庁
舎
１
階
に

設
け
る
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
す
。
期
日

前
投
票
所
の
場
所
は
、庁
舎
正
面
玄
関

の
前
を
通
り
過
ぎ
、奥
側
の
入
り
口
を

入
っ
て
す
ぐ
左
で
す
。
投
票
者
用
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
は
出
入
口
前
に
確
保
し
ま

投票区名 投 票 所

第１投票区 御堂集落センター

第２投票区 水堀いきがい交流センター

第３投票区 横沢集会所

第４投票区 豊岡開拓婦人ホーム

第５投票区 新町城山青年婦人会館

第６投票区 細沢多目的集会施設

第７投票区 勤労青少年ホーム

第８投票区 愛宕下住宅集会所

第９投票区 林業研修センター

第10投票区 横田地区コミュニティ消防センター

第11投票区 久保公民館

第12投票区 一方井健康センター

第13投票区 黒石生活改善センター

第14投票区 黒内多目的集会施設

第15投票区 信義丘会館

第16投票区 浮島多目的集会施設

第17投票区 川口地区社会体育館

第18投票区 野原地区コミュニティ消防センター

第19投票区 南山形高齢者等活性化センター

第20投票区 北山形公民館

第21投票区 岩瀬張地区集落センター

◆投票所一覧

【
投
票
時
間
】　

投
票
で
き
る
時
間

は
、午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
で
す
。
郵
送
さ
れ
る｢

投
票
所

入
場
券｣

に
記
載
さ
れ
て
い
る
投

票
所（
左
表
）で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、投
票
所
に
は
入
場
券

を
忘
れ
ず
に
持
参
く
だ
さ
い
。
投

票
は
、原
則
と
し
て
自
分
自
身
で

②
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
、町
内

に
住
ん
で
い
る
人（
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
）

　

５
月
20
日（
日
）の
投
票
日
当
日

は
、町
内
21
カ
所
で
投
票
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

な
お
、投
票
所
に
は
、看
護
人
や

付
添
人
、幼
児
や
赤
ち
ゃ
ん
な
ど
と

一
緒
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、有
権
者
以
外
が
投
票
用
紙

を
投
票
箱
へ
入
れ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
不
在
者
投
票

　

出
稼
ぎ
な
ど
で
町
外
に
い
る
人

は
、そ
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
、ま
た
入
院
中
の
人
は
病

院（
指
定
病
院
に
限
る
）で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、

不
在
者
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
を

行
い
、決
め
ら
れ
た
場
所
で
投
票

し
ま
す
。
投
票
で
き
る
期
間
が
短

い
の
で
、早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人

人
は｢

郵
便
投
票
」が
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
、町
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
送
ら
れ
た
投
票
用
紙
に
本
人
が

記
入
し
、そ
の
投
票
用
紙
を
町
選

挙
管
理
委
員
会
へ
郵
送
す
る
も
の

で
す
。
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者

投
票
の
対
象
者（
表
１
）は
、次
の

こ
と
に
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
所
定
の
郵
便
等
投
票
証
明
書
交

投
票
用
紙
に
記
入
し
て
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、目

が
不
自
由
だ
っ
た
り
、手
に
け
が

を
し
て
い
た
り
、自
分
で
記
入
で

き
な
い
人
は
、係
員
が
本
人
に
代

わ
っ
て
記
載
す
る「
代
理
投
票
」に

よ
っ
て
投
票
で
き
ま
す
の
で
、係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
選
挙
で
立
候
補
で
き
る

人
は
、投
票
日
で
満
25
歳
以
上
の

人（
平
成
５
年
５
月
21
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
）で
す
。
立
候
補
予

定
者
へ
の
説
明
会
は
、５
月
２
日

（
水
）午
前
10
時
か
ら
役
場
会
議
室

で
行
わ
れ
、立
候
補
届
に
必
要
な

書
類
の
交
付
や
記
入
方
法
の
説
明

を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人

は
、次
の
２
つ
の
事
項
に
当
て
は

ま
り
、選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
で
す
。

①
町
内
に
住
所
が
あ
る
満
18
歳
以

上
の
人（
平
成
12
年
５
月
21
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）

　郵便などによる不在者投票は、身体障害者手帳か戦傷病者手
帳をお持ちの選挙人で、表中○印の該当者が対象になります。
また、介護保険被保険者証の要介護状態区分が｢要介護５｣の人
も対象になります。

表２　郵便などによる不在者投票代理記載の対象者
　郵便などによる不在者投票ができる選挙人で、本人が投票用
紙に記載できないと認められた表中○印の該当者は、代理記載
制度を利用できます。あらかじめ町の選挙管理委員会に届け
出た代理記載人（選挙権を有する人に限る）に、投票に関する記
載をしてもらい投票します。

表1　郵便などによる不在者投票の対象者

障害の種類 障害の程度
１級

上肢、視覚の障害 ○

障害の種類 障害の程度
特別項症 第１項症 第２項症

上肢、視覚の障害 ○ ○ ○

障害の種類 障害の程度
１級 ２級 ３級

両下肢、体幹、移動機能の障害 ○ ○ －
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障害 ○ － ○
免疫の障害 ○ ○ ○

障害の種類
障害の程度

特別
項症

第１
項症

第２
項症

第３
項症

両下肢、体幹、移動機能の障害 ○ ○ ○ －
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障害 ○ ○ ○ ○

◇身体障害者手帳

◇戦傷病者手帳

◇身体障害者手帳

◇戦傷病者手帳

選
挙

岩
手
町
長
選
挙

任
期
満
了
に
伴
う
岩
手
町
長
選
挙
は
、

５
月
15
日（
火
）に
告
示
さ
れ
、20
日

（
日
）に
投
票
と
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、私
た
ち
の
代
表
と
し
て

町
政
を
担
う
首
長
を
選
ぶ
大
切
な
選

挙
で
す
。
自
分
自
身
の
判
断
で
悔
い

の
な
い
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

５ 20月
(日)

●告示　5月15日（火）

●期日前・不在者投票
　5月16日（水）～19日（土）
　午前８時30分～午後８時

日

●投票日

●投票時間
　　午前７時～午後６時

立
候
補
で
き
る
人
の
条
件

投
票
で
き
る
人
の
条
件

投
票
は
町
内
21
カ
所
で

開
票
は
午
後
７
時
か
ら

体
が
不
自
由
な
人
は

郵
便
投
票
で
き
ま
す

期
日
前
投
票
は
16
日
〜
19
日

役
場
庁
舎
１
階
の
投
票
所
で

す
。
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
日

に
投
票
で
き
な
い
人
は
、こ
ち
ら
の
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
で
き
る
期
間
は
告
示
日
翌
日
の

５
月
16
日（
水
）か
ら
投
票
日
前
日
の
19

日（
土
）ま
で
。
時
間
は
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
な
お
、投

票
に
は
入
場
券
を
持
参
く
だ
さ
い
。

健康福祉課健康福祉課

町民課町民課

正面玄関

町民町民
ホールホール

2階2階

税務会計課税務会計課

2階

出入口
出
入
口

出
入
口

宿直室宿直室

出入口出入口 エレベーター

総合案内総合案内

金融機関

トイレトイレ

トイレ

町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

投票者用投票者用
駐車場駐車場

2階22階

入
口

金金金融
レレ

沼宮内地域診療センター沼宮内地域診療センター

町役場庁舎１階　談話室町役場庁舎１階　談話室（旧食堂）（旧食堂）

期日：５月 16日水～ 19日土
時間：午前８時 30分～午後８時

期日前投票所期日前投票所

国
道
４
号
↓

国
道
４
号
↓
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

　

第
16
回
ま
ん
ぷ
く
そ
ば
フ
ェ
ス

タ
は
３
月
３
、４
日
の
２
日
間
、岩

手
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
プ
ラ
ザ

あ
い
で
開
催
さ
れ
、八
幡
平
市
・

葛
巻
町
・
岩
手
町
の
３
市
町
の
自

慢
の
手
打
ち
そ
ば
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
会
場
は
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
北
緯
40
度

エ
リ
ア
と
八
戸
市
か
ら
も
さ
ま
ざ

ま
な
特
産
品
が
集
結
。
手
打
ち
そ

ば
を
販
売
す
る
５
つ
の
店
舗
に
は

行
列
が
で
き
、特
産
品
を
販
売
す

る
ブ
ー
ス
で
は
、多
彩
な
特
産
品

が
人
気
を
呼
び
ま
し
た
。

　

両
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
そ

ば
打
ち
体
験
で
は
、初
め
て
そ
ば

打
ち
を
体
験
す
る
人
や
親
子
連
れ

で
参
加
す
る
人
の
姿
も
見
ら
れ
、

食
と
体
験
を
通
じ
て
そ
ば
の
魅
力

を
実
感
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
行
わ
れ

た
そ
ば
打
ち
実
演
で
は
、盛
岡
農

高
で
そ
ば
打
ち
の
研
究
を
行
う
４

人
が
そ
ば
打
ち
を
実
演
し
な
が
ら

手
順
や
作
業
の
コ
ツ
を
実
況
し
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、歌
謡
シ
ョ
ー

や
そ
ば
の
早
食
い
大
会
も
開
催
。

２
日
間
で
延
べ
３
千
人
を
超
え
る

来
場
者
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

Topics01

和
裁
の
技
で
仕
上
げ
る
十
二
支

交
流
深
め
て
楽
し
む
女
性
学
級

　

一
方
井
公
民
館
が
主
催
す
る
女

性
学
級「
和
の
十
二
支
づ
く
り
」は

３
月
２
日
、一
方
井
公
民
館
で
行

わ
れ
、裁
縫
を
通
じ
て
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。
今
年
は
８
回
に
分

け
て
十
二
支
を
完
成
さ
せ
た
こ
の

女
性
学
級
は
毎
年
、冬
の
期
間
に

開
催
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
農
作

業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
同
地

域
の
女
性
た
ち
に
と
っ
て
、冬
場

の
大
切
な
楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

過
去
に
は
、つ
る
し
び
な
や
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
作
り
に
も
取
り
組
ん

だ
同
学
級
。
参
加
し
て
い
る
遠
藤

エ
キ
さ
ん（
77
）＝
黒
石
＝
は「
最

初
は
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
が
、

出
来
上
が
る
と
う
れ
し
い
で
す

よ
」と
語
り
な
が
ら
細
や
か
な
作

業
を
進
め
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た

作
品
は
毎
年
、秋
に
開
催
さ
れ
る

一
方
井
地
区
の
文
化
祭
で
展
示
し

て
い
る
と
い
う
同
学
級
の
メ
ン

バ
ー
は
、さ
ま
ざ
ま
な
会
話
を
交

え
な
が
ら
裁
縫
と
互
い
の
交
流
を

楽
し
み
ま
す
。

①
互
い
に
作
り
方
を
確
認
し
な
が
ら

十
二
支
飾
り
を
縫
い
上
げ
る
参
加
者　

②
女
性
学
級
は
裁
縫
と
会
話
を
楽
し
み

な
が
ら
交
流
を
深
め
る
貴
重
な
場
で
す

①

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線215］まで

１歳児健診に来てくれたお子さ
んのかわいい笑顔を紹介します。

ベベ

イイビビ　
ーズズ

ススママイイルル

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言

世界一おいしいケーキを
　「パティシエールになって、世界一おいしいケー
キを作りたい」と将来の夢を教えてくれた絢香さ
ん。学校の家庭科クラブでも、パンケーキや白玉
作りにチャレンジし、お菓子作りを学んでいます。
学校では図書委員会に所属する絢香さんは、歴史
に関連する本が最近のお気に入り。「運動が少し
苦手」とはにかむ絢香さんですが、「体力づくり
のために弟と一緒に走っています。これからも頑
張ってランニングを続けたい」と苦手な分野にも
果敢に挑戦しています。

（一方井小5年）（一方井小5年）

No.344

雛
ひ な づ る

鶴 絢
あ や か

香 さん

いつか
どこかで

②

菅原詠子さんの三女

菅
すがわら

原 明
あ か り

里ちゃん（石神）

松山宗治さんの孫

松
まつやま

山 栄
え い と

人くん（新愛宕下）

元気でたくましく育ってね。

高橋涼太さんの長男

高
たかはし

橋 玲
れ お

鳳くん（上五日市）

佐藤良行さんの次女

佐
さ と う

藤 世
せ な

菜ちゃん（雪浦）
いつも家族みんなを癒し
てくれてありがとう。

元気で笑顔いっぱいの子に
育ってね。

①
５
つ
の
店
が
集
ま
っ
た
会
場
で
は
、来
場
者
が
各
店
に
行

列
を
作
り
ま
す　

②
そ
ば
打
ち
を
体
験
す
る
親
子　

③
ス

テ
ー
ジ
で
そ
ば
打
ち
を
実
演
し
た
盛
岡
農
高
そ
ば
研
究
班

No.337

健康な体は全ての源

加
か と う

藤 九
く い ち ろ う

一郎さん（89） =豊岡＝
「毎朝、ラジオ体操は欠かさないよ。夏は農作業、冬は毎日１㌔から２㌔程度
歩くんです」と話す元気いっぱいの九一郎さん。「健康な体は全ての源。長生
きのためには健康第一だね」と笑います。20 歳の頃、現在のサハリン（樺太）
から豊岡地区に来たという九一郎さんは、数年前、生まれ故郷を訪問した思い
出を振り返り「懐かしい記憶がよみがえりました」と目を細めます。88 歳の
米寿を迎えたときには「子や孫に囲まれて、お祝いをしてもらったんです。本
当に人生で至福の時間でしたよ」と笑顔で楽しい思い出を振り返る九一郎さん。
優しい表情に人生の充実感が満ちあふれています。

①

②③

思いやりのある子になってね♡

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひひととままちち

自慢の手打ちそば食べ比べ
そば打ち体験や実演中継も

Ｔｏｐ
ｉｃｓ
02
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N e w s × S p o r t sN e w s × S p o r t s

飼料用米の活用に高い評価
○キロサ肉畜生産センター

　南山形地区の農業生産法人キロサ肉畜生産センター
（小野隆社長）は、飼料用米活用農畜産物ブランド日本一
コンテストで全国農業協同組合中央会長賞を受賞しまし
た。小野社長らは３月22日、受賞の報告に役場町長室を
訪問し、飼料用米で育つ同センターのブランド牛、「玄
米育ち　岩手めんこい黒

ぎゅ う

牛」の高い評価と飼料用米のイ
メージアップにつながる快挙を民部田幾夫町長に報告し
ました。小野社長は「受賞を励みに従業員一同、今後も目
標に向かい取り組んでいきます」と意欲を語りました。

▼2018.03.22 介
護
予
防
に
必
要
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
な

ど
分
か
り
や
す
く
講
演
す
る
佐
藤
正
義
さ
ん

　町介護予防講演会は３月14日、岩手広域交流センター
「プラザあい」で開催され、参加者は寝たきりや介護の予
防について学びました。佐藤整形外科クリニックの佐藤
正義院長が「転倒・骨折・寝たきりへの流れ～ 10年後の
あなたは？～」と題して講演。実技指導として、同クリ
ニックのリハビリスタッフらが自宅でもできる転倒予防
トレーニング法を実演しました。また、同日は健康いき
いきサロンの研修会も実施。福祉分野のさまざまな取り
組みを通じて、健康福祉の充実を目指します。

転倒や寝たきりを予防するために
○介護予防講演会 ▼2018.03.14

健康の意識高まり、利用者増加
○森のアリーナトレーニングルーム

　町スポーツ文化センター「森のアリーナ」は、平成23年
のオープン以来、トレーニングルーム利用者が増加し、平
成29年９月には登録者数３千人を突破しました。近年の
健康意識の高まりと、さまざまな世代がそれぞれのレベ
ルに合わせたトレーニングができる充実の施設が人気を
集めています。トレーニングルームは年間、約１万５千
人が利用し、町の皆さんの健康増進を支えています。

▼2018.03.16 野
球
に
親
し
み
な
が
ら
楽
し
む
キ
ッ
ズ
た
ち

町
内
外
か
ら
利
用
者
が
訪
れ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

スポーツに触れて親しむ
○キッズスポーツ教室 ▼2018.03.25

民
部
田
幾
夫
町
長
㊨
に
受
賞
報
告
に
訪
れ
た

小
野
隆
社
長
㊥
と
飯
野
美
喜
男
管
理
部
長
㊧

　子どもたちのスポーツへの興味を養い、運動能力を向
上させようとキッズスポーツ教室は３月11、16、17、
18、24、25日の６回にわたり、森のアリーナなどで開催
され、５種類のスポーツに親しみました。このうち、25
日は町体育館で野球を体験。参加した子どもたちは、ボー
ルを投げる動きやバットを使ってボールを打つ楽しさを
感じながら笑顔で競技を楽しみました。同教室では、野
球のほか、ホッケーやバレーボール、サッカー、テニス、陸
上競技を実施し、各競技の楽しさに触れました。

▼2018.03.27▼2018.03.05

　

町
農
業
委
員
会（
松
本
良
子
会
長
）は
３
月

27
日
、家
族
経
営
協
定
締
結
者
調
印
式
を
行

い
、田
中
秀
一
さ
ん（
31
）＝
下
浮
島
＝
と
父
・

寿
さ
ん（
64
）、母
・
美
奈
子
さ
ん（
56
）が
農

業
経
営
の
役
割
分
担
や
福
利
厚
生
、働
き
方

に
関
わ
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
こ
の
協
定

は
、家
族
間
で
互
い
に
働
き
方
を
考
え
な
が

ら
農
業
経
営
を
進
め
て
い
く
取
り
組
み
の
一

環
。
町
で
は
、こ
れ
ま
で
１
０
０
組
を
超
え

る
家
族
が
農
業
を
経
営
し
て
い
く
中
で
、協

定
締
結
を
通
じ
て
一
人
一
人
の
働
く
意
識
を

高
め
、働
き
方
の
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
家
族
経
営
協
定
締
結
者
調
印
式

○
家
族
経
営
協
定
締
結
者
調
印
式

家
協定を締結し調印式に臨む田中秀一さん㊨と出席者の皆さん

っ
た
善
意
を
被
災
地
へ

○
久
保
小
に
小
さ
な
親
切
実
行
章

○
久
保
小
に
小
さ
な
親
切
実
行
章

　

久
保
小（
佐
藤
修
校
長
、児
童
10
人
）は
３

月
５
日
、小
さ
な
親
切
実
行
章
を
受
章
し
、そ

の
伝
達
式
は
同
校
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
小
は
昨
年
発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨
災
害

の
被
災
者
の
た
め
に
、全
校
児
童
が
一
丸
と

な
り
募
金
活
動
を
展
開
。
集
め
た
義
援
金
を

町
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
被
災
地
へ
届

け
ま
し
た
。
同
小
児
童
会
が
主
体
的
に
取
り

組
ん
だ
こ
の
募
金
活
動
は
、教
職
員
は
も
ち

ろ
ん
、地
域
の
皆
さ
ん
に
も
波
及
。
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、２
年
連

続
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

募

募金活動を通じ小さな親切実行章を受章した久保小の児童ら

　

男
女
別
結
婚
支
援
セ
ミ
ナ
ー
は
２
月
18
日
、

岩
手
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
プ
ラ
ザ
あ
い
の

で
行
わ
れ
、参
加
者
は
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
コ
ツ
や
第
一
印
象
を
良
く
す

る
身
だ
し
な
み
を
学
び
ま
し
た
。
男
性
向
け

セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
務
め
た
日
本
結
婚
支
援

協
会
の
田
口
智
之
さ
ん
は「
笑
顔
で
ハ
キ
ハ
キ

し
て
い
る
こ
と
が
第
一
印
象
を
良
く
す
る
。

時
代
に
合
っ
た
服
装
や
清
潔
感
も
大
切
」と
好

印
象
を
与
え
る
コ
ツ
を
伝
授
し
ま
し
た
。
町

で
は
、女
性
向
け
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
、さ
ま

ざ
ま
な
結
婚
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
男
女
別
結
婚
支
援
セ
ミ
ナ
ー

○
男
女
別
結
婚
支
援
セ
ミ
ナ
ー

好
相手への印象の良い話し方や身だしなみを学ぶ講座の様子

▼2018.02.18

印
象
の
コ
ツ
教
え
ま
す

　

沼
宮
内
高
美
術
部（
大
巻
美
涼
部
長
、部
員

６
人
）は
２
月
25
日
、石
神
の
丘
美
術
館
で
作

品
解
説
会
を
行
い
、部
活
動
を
通
じ
て
完
成

さ
せ
た
作
品
に
込
め
た
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

同
日
は
、同
高
吹
奏
楽
部（
玉
山
美
希
部
長
、部

員
２
人
）と
音
楽
部（
山
口
里
奈
部
長
、部
員
３

人
）の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
。
音
楽
と
美

術
を
通
じ
た
部
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
音
楽
部
は
３
人
の
１
年
生
が
バ
イ
オ
リ

ン
の
演
奏
に
挑
戦
。
山
口
さ
ん
は「
高
校
か
ら

始
め
た
バ
イ
オ
リ
ン
。
皆
さ
ん
に
聴
い
て
も

ら
え
て
よ
か
っ
た
」と
胸
を
張
り
ま
し
た
。

○
沼
宮
内
高
音
楽
部
・
美
術
部

○
沼
宮
内
高
音
楽
部
・
美
術
部

音

美術館のギャラリーでバイオリンの演奏を披露した生徒たち

▼2018.02.25

楽
と
美
術
の
成
果
発
表

族
で
働
き
方
を
考
え
る
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俳
句

川
柳

短
歌

席
題「
マ
フ
ラ
ー
」　

土
橋
は
つ
お　

選

【４月の休館日】　毎週月曜日、27日㈮。

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け
小 説

スイート・ホーム 原田　マハ
極小農園日記 萩原　浩

実 用 書 家の中のすごい生きもの図鑑 久留飛　克明

児童向け
読 み 物 おかわりへの道 山本　悦子

絵 本
あいさつってたのしい 石津　ちひろ
負傷した線路と月 小川　未明

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】　4月22日㈰午前11時～
【対象】　小学校就学前の親子

〈
佳
作
〉

お
し
ゃ
れ
す
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
マ
フ
ラ
ー　

佐
藤　

小
草

マ
フ
ラ
ー
を
巻
い
て
一
冬
ア
ル
マ
ジ
ロ　
　
　

山
口　

國
男

マ
フ
ラ
ー
で
い
か
し
て
見
え
る
人
も
あ
っ
た　
　

久
慈　

正
和

古
里
の
り
ん
ご
マ
フ
ラ
ー
巻
い
て
着
く　
　
　

馬
渕　
　

草

〈
秀
逸
〉

五
枚
に
は
五
枚
の
思
い
出
吾
に
添
い　
　
　
　

鍋
倉
る
み
子

君
の
名
の
真
知
子
巻
に
は
胸
躍
る　
　
　
　
　

柴
田　

満
子

マ
フ
ラ
ー
で
他
人
顔
し
て
通
り
過
ぎ　
　
　
　
　

山
口　

國
男

し
ば
れ
て
も
赤
い
マ
フ
ラ
ー
で
若
返
る　
　
　

自　
　
　

句

吹
く
風
に
微
か
に
香
る
蕗
の
薹 

　

伊
藤　

正
信

一
答
の
範
宣の
た
まう
て
冴
返
る 

　

遠
藤　

金
作

農
を
継
ぐ
人
な
き
家
の
大
氷
柱 

　

遠
藤　

初
枝

寂
と
し
て
動
く
も
の
な
し
冴
返
る 

　

昆
野　

功
夫

透
か
し
見
る
格
子
窓
よ
り
享
保
雛 

　

志
田　

悦
朗

栽
培
の
手
順
狂
は
す
春
な
か
ば 

　

向
井　

梅
子

こ
の
山
の
向
う
に
春
が
来
て
さ
う
な 

　

山
口　

國
男

鳴
き
た
て
て
戸
を
開
け
さ
せ
る
恋
の
猫 　

高
橋　

麗
子

怪
我
の
た
め
萎
え
た
右
腕
た
だ
重
く
よ
う
や
く

頭
に
手
の
届
く
な
り 

愛
木
タ
エ
子

朝
の
雪
踏
み
分
け
歩
む
学
童
の
あ
い
さ
つ
高
し

我
を
励
ま
す 

志
田　

悦
朗

三
合
の
酒
に
酔
ひ
て
は
唄
ひ
だ
す「
さ
く
ら
さ
く

ら
」を
雪
の
二
月
に 

昆
野　

功
夫

雪
の
日
の
続
き
て
七
十
五
の
我
身
に
は
雪
押
し

重
く
腰
さ
す
り
を
り 

五
十
地
キ
ミ
子

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
笑
顔
で
仲
間
と
助
け
あ
い
北
見

の
郷
に
銅
メ
ダ
ル
届
け
る 

橋
本　

チ
ヨ

新年度が始まりました。４月 30 日㈪まで「本
のこうかん市」を開催しています。

◇チビッコ映画会◇
【日時・対象】 
4月12日㈭ 午後3時30分～（低学年向け）
　  26日㈭ 午後3時30分～（高学年向け）

読み聞かせボランティア「おはなし
☆きらきら☆」のおはなし会です

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/

No.73

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

橋
本
寿
美
男
さ
ん（
84
歳
）＝
境
田
＝
で
す
。

北
山
形
に
三
十
匁も

ん
め

の
砂
金
が
？

　

丹
藤
川
の
上
流
域
、北
山
形
の
引
木
川

に
注
ぐ「
三
十
匁
沢
」は
、砂
金
を
採
取
し

た
と
思
わ
れ
る
石
の
小
山
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
古
老
の
話
に
よ
る
と
、三
十
匁（
約

１
１
２
・５
㌘
）も
あ
る
大
粒
の
砂
金
が
採

取
さ
れ
た
こ
と
が
沢
の
名
前
の
由
来
だ
そ

う
で
す
。

　

丹
藤
川
上
流
域
の
穀
蔵
、円
舘
、丸
泉

寺
、枇
杷
な
ど
に
は
、同
様
に
砂
金
を
採
集

し
た
痕
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。
大
金
沢
に
は

「
大
盛
鉱
山
」が
あ
り
、良
質
の
金
鉱
石
が

採
掘
さ
れ
、秋
田
の
精
錬
所
に
搬
送
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、丹
藤
川
流
域
の
苅

宿
山
澤
金
山
で
享
保
２
年（
１
７
１
７
）

に
、金
鉱
石
を
採
鉱
し
た
と
い
う
記
録
も

あ
り
、北
山
形
・
南
山
形
は
黄
金
の
山
だ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
砂
粒
程
で

い
い
か
ら
採
取
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。

大粒の砂金が採れたという北山形地区の三十匁沢

 

あ
な
た
は
な
り
た
い
自
分
で
い
る

た
め
に
、ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
方
を

し
て
い
ま
す
か
。
健
康
を
つ
く
り
、

守
る
こ
と
は
人
生
設
計
を
支
え
る
手

段
の
ひ
と
つ
で
す
。健
診
を
通
し
て
、

あ
な
た
自
身
の
健
康
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

特
定
健
診
は
糖
尿
病
、脳
卒
中
、心

筋

塞
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
リ
ス

ク
を
高
め
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）の
発
見

と
予
防
・
生
活
改
善
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
医
療
保
険
者
が
実
施
主
体

と
な
り
、40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
全

て
の
人
が
対
象
で
す
。
病
院
で
行
う

っ
て
お
り
、町
の
健
康
課
題
で
も
あ

り
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
が
増
え
す
ぎ
る
と
、脂

肪
細
胞
か
ら
、高
血
糖
を
起
こ
し
た

り
、血
圧
を
上
げ
た
り
、血
栓
を
つ
く

り
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
物
質
が
分

泌
さ
れ
、糖
尿
病
、高
血
圧
症
な
ど
が

誘
発
さ
れ
ま
す
。

　

自
動
車
に
車
検
が
あ
る
よ
う
に
、

人
の
身
体
も
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
と

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
す
。

　

健
診
を
毎
年
受
診
す
る
と
、健
診

結
果
で
見
え
て
く
る
数
値
の
変
化
が

あ
り
ま
す
。結
果
判
定
だ
け
で
な
く
、

「
早
期
治
療
」の
た
め
の
検
査
と
は
目

的
が
異
な
り
ま
す
の
で
、通
院
中
の

人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

町
の
特
定
健
診
の
結
果
を
見
る

と
、男
女
と
も
肥
満
者
が
多
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
県
内
で
も
上
位
に
入

す
。
悪
化
し
て
い
る
項
目
が
あ
れ
ば

生
活
習
慣
を
改
善
し
て
い
く
こ
と

が
、生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

忙
し
さ
も
健
康
な
身
体
が
あ
っ
て

こ
そ
。
健
康
に
自
信
の
あ
る
人
は
、

身
体
か
ら
の
サ
イ
ン
を
見
逃
し
て
し

ま
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、気
が
つ
い
た
時
に
は
重

症
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

後
悔
し
な
い
人
生
の
た
め
に
も
、健

診
を
受
け
る
時
間
を
作
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

が
ん
検
診
は
、ま
だ
何
の
症
状
も

な
く
、健
康
と
自
覚
し
て
い
る
人
を

対
象
に
、特
定
の
病
気
そ
の
も
の
を

早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る
こ
と
を

目
的
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、２
人
に

１
人
が
一
生
の
う
ち
に「
が
ん
」に
罹

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

町
で
は
、乳
が
ん
検
診
や
前
立
腺

が
ん
検
診
も
実
施
中
で
す
。
さ
あ
、

健
診
へ
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

　　　役場町民課国保年金係
　　　   62-2111内線508、509国民健康保険の加入・脱退

忘れずに届け出ください！

数
値
が
基
準
内
で
も
少
し
ず
つ
悪
化

し
て
い
る
項
目
が
な
い
か
確
認
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
は
身
体

に
じ
わ
じ
わ
と
変
化
が
起
こ
り
、負

担
が
か
か
り
始
め
て
い
る
サ
イ
ン
で

な
り
た
い

自
分
で
い
る
た
め
に

「
検
診
」と「
健
診
」

健
康
を
守
る

今月は千葉珠里保健師今月は千葉珠里保健師
からのお便りですからのお便りです

「
特
定
健
診
」と
は

　国民健康保険の加入・脱退は、世帯主による届け
出が必要です。加入・脱退する必要が生じた日から
14日以内に届け出を済ませてください。
【加入するとき】　○ほかの市町村から転入したとき
（職場の健康保険などに加入していないとき）　○職
場の健康保険などをやめたとき　○子どもが生まれ
たとき　○生活保護を受けなくなったとき
加入の届け出が遅れると？
　国保の資格が発生した月までさかのぼって国民健
康保険税を納めることになります。また、その間の

医療費は、原則として全額自分で支払うこととなり
ます。
【脱退するとき】　○ほかの市町村へ転出するとき
○職場の健康保険などへ加入するとき　○死亡した
とき　○生活保護を受けるようになったとき
脱退の届け出が遅れると？
　国保の資格を喪失した月までさかのぼって、国保
が負担した医療費を返還していただくことになりま
す。また、保険料（税）を二重に納めてしまうなど
のトラブルのもとになります。

肥
満
が
多
い
岩
手
町

毎
年
受
診
で
見
え
る
変
化

健
康
に
自
信
が
あ
る
人
や

忙
し
い
人
こ
そ
受
診
を
！

が
ん
検
診
も
受
け
ま
し
ょ
う
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  問い合わせ先問い合わせ先
 申し込み先 申し込み先

情報情報
インデックスインデックス

岩手町役場 岩手町役場  62-2111 62-2111

て
と
も
に
暮
ら
し
、と
も
に
働
く
」

こ
と
を
当
た
り
前
に
す
る
た
め
、

全
て
の
事
業
主
に
は
、
法
定
雇
用

率
以
上
の
割
合
で
障
害
者
を
雇
用

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
、
障

害
者
雇
用
義
務
の
対
象
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
身
体
障
害
者
、
知
的

障
害
者
に
精
神
障
害
者
が
加
わ

り
、
併
せ
て
法
廷
雇
用
率
も
変
わ

り
ま
す
。

　

障
害
者
の
雇
用
に
よ
り
、
障
害

に
関
係
な
く
、
意
欲
や
能
力
に
応

じ
て
誰
も
が
職
業
を
通
じ
て
社
会

参
加
で
き
る
「
共
生
社
会
」
の
実

現
に
つ
な
が
り
、
障
害
者
の
で
き

る
こ
と
に
目
を
向
け
て
活
躍
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
企
業
に

と
っ
て
貴
重
な
労
働
力
の
確
保
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者

が
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
職
場

環
境
を
改
善
す
る
こ
と
で
ほ
か
の

従
業
員
に
と
っ
て
も
安
全
で
働
き

や
す
い
職
場
環
境
が
整
え
ら
れ
ま

す
。

　

障
害
者
の
雇
用
に
関
す
る
支
援

や
制
度
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
お

近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

岩
手
労
働
局
職
業
安
定

部
職
業
対
策
課　

☎
０
１
９
‐

６
０
４
‐
３
０
０
５

時
期
を
迎
え
ま
す
。
町
と
盛
岡
中

央
消
防
署
岩
手
分
署
で
は「
小
さ

な
火　

大
き
な
森
を　

破
壊
す

る
」を
統
一
標
語
に
、５
月
31
日
ま

で
山
火
事
予
防
運
動
を
実
施
し
ま

す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、山
火
事
が
発

生
し
や
す
い
時
季
に
は
、次
の
こ

と
に
注
意
し
て
火
災
の
予
防
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

〇
枯
れ
草
や
落
ち
葉
な
ど
、燃
え

や
す
い
も
の
が
あ
る
場
所
で
は
た

き
火
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う　

〇
た
き
火
な
ど
、火
を
使
っ

て
い
る
と
き
は
そ
の
場
を
離
れ

ず
、火
の
使
用
後
は
必
ず
消
火
し

ま
し
ょ
う　

〇
風
が
強
い
と
き
や

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
き
は
、

た
き
火
や
火
入
れ
を
控
え
ま
し
ょ

う　

〇
火
入
れ
を
行
う
と
き
は
、

必
ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
行
い
ま

し
ょ
う　

〇
喫
煙
は
、指
定
さ
れ

た
場
所
で
行
い
、吸
い
殻
は
必
ず

消
し
て
、投
げ
捨
て
を
し
な
い
様

に
し
ま
し
ょ
う

　

○
役
場
農
林
環
境
課
環
境

森
林
係　

☎
62
‐
２
１
１
１
内
線

３
０
８　

○
盛
岡
中
央
消
防
署
岩

手
分
署　

☎
62
‐
６
１
１
９

障
害
者
雇
用
義
務
に
変
更

■
厚
生
労
働
省

　
「
障
害
者
が
地
域
の
一
員
と
し

【
そ
の
他
】　

▼
早
朝
の
待
合
ホ
ー

ル
の
利
用
は「
立
入
禁
止
」の
立
札

を
超
え
る
と
警
告
・
警
報
が
鳴
り

ま
す

　

沼
宮
内
地
域
診
療
セ
ン

タ
ー
事
務
局　

☎
62
‐
２
５
１
１

月
額
１
万
６
３
４
０
円
に

■
国
民
年
金
保
険
料

　

国
民
年
金
に
は
、老
齢
、障
害
、

遺
族
基
礎
年
金
が
設
け
ら
れ
て
い

て
、私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、保
険
料
を
納

付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
な
い

と
、受
給
で
き
る
年
金
が
少
な
く

な
り
、年
金
そ
の
も
の
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
保
険
料
は
、月
額

１
万
６
３
４
０
円
で
す
。
毎
月
の

保
険
料
は
、日
本
保
険
機
構
か
ら

毎
年
４
月
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る

「
納
付
書
」を
使
い
、翌
月
の
末
日

ま
で
に
近
く
の
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、希
望
す
る
場
合
は
便
利

で
お
得
な
口
座
振
替
に
変
更
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

〇
盛
岡
年
金
事
務
所

（
〒
０
２
０
‐
８
５
１
１　

盛
岡

市
松
尾
町
17
‐
13
）　

０
１
９

点
訳
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
視
聴
覚
障
が
い
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　

県
立
視
聴
覚
障
が
い
者
情
報
セ

ン
タ
ー
は
、点
訳
、音
訳
、録
音
図

書
編
集
体
験
会
へ
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
見
え
な
い
、見
え
に

く
い
人
の
た
め
の
図
書
な
ど
を
制

作
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
と
説

明
会
で
す
。

【
日
時
】　

４
月
13
日（
金
）午
前
10

時
、午
後
１
時（
午
前
、午
後
各
１

回
、２
時
間
程
度
）

【
会
場
】　

い
わ
て
県
民
情
報
交
流

セ
ン
タ
ー
（
ア
イ
ー
ナ
）４
階　

視
聴
覚
障
が
い
者
情
報
セ
ン
タ
ー

研
修
室

　

県
立
視
聴
覚
障
が
い
者
情

報
セ
ン
タ
ー
（
盛
岡
市
盛
岡
駅
西

通
１
‐
７
‐
１
）　

☎
０
１
９
‐

６
０
６
‐
１
７
４
３

行
わ
れ
ま
す

行
わ
れ
ま
す

家
族
の
健
康
を
考
え
よ
う

■
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
家
族
教
室

　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
、ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
家
族

を
対
象
に
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　

４
月
19
日（
木
）、５
月

17
日（
木
）、６
月
14
日（
木
）、７
月

19
日（
木
）、８
月
９
日（
木
）、９
月

13
日（
木
）　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

【
対
象
者
】　

飲
酒
の
問
題
や
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
で
悩
ん
で
い
る
人
の

家
族　

※
原
則
、全
日
程（
６
回
）

参
加
可
能
な
人

【
場
所
】　

県
福
祉
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー（
盛
岡
市
本
町
通
３
‐
19
‐
１
）

【
そ
の
他
】　

参
加
費
は
無
料
。
参

加
希
望
の
人
は
事
前
に
参
加
申
し

込
み（
予
約
）を
し
て
く
だ
さ
い

　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

０
１
９
‐
６
２
９
‐

９
６
１
７

そ
の
他

そ
の
他

ダ
イ
ヤ
改
正
の
お
知
ら
せ

■
い
わ
て
花
巻
空
港

　

い
わ
て
花
巻
空
港
の
定
期
便
の

ダ
イ
ヤ
が
平
成
30
年
３
月
25
日
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
同
空
港
か
ら

は
、札
幌
、名
古
屋
、大
阪
、福
岡
へ

の
直
行
便
が
毎
日
運
航
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

航
空
券
は
早
期
購
入
割
引
で
予

約
す
る
と
大
変
お
得
で
す
。旅
行
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
ぜ
ひ
、い
わ
て
花
巻

空
港
を
利
用
く
だ
さ
い
。

【
航
空
券
の
予
約
購
入
】　
Ｊ
Ａ
Ｌ

（
日
本
航
空
）・
Ｆ
Ｄ
Ａ（
フ
ジ
ド

リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
）各
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、専
用
電

話
に
よ
り
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
の
受
付
時
間
は
午
前
７
時
〜

午
後
８
時
で
す

　

○
Ｊ
Ａ
Ｌ　

☎
０
５
７
０
‐

０
２
５
‐
０
７
１　

○
Ｆ
Ｄ
Ａ　

☎
０
５
７
０
‐
５
５
‐
０
４
８
９

警
備
態
勢
が
変
わ
り
ま
す

■
沼
宮
内
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー

　

沼
宮
内
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー
は

警
備
体
制
の
強
化
な
ど
を
図
る
た

め
、４
月
１
日
か
ら
宿
日
直
警
備

か
ら
機
械
警
備
に
変
更
し
ま
す
。

休
日
、夜
間
は
正
面
玄
関
が
施
錠

さ
れ
ま
す
。

　

緊
急
の
場
合
は
、玄
関
に
設
置

さ
れ
る
県
立
中
央
病
院
直
通
電
話

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
正
面
玄
関
開
場
時
間
】　

午
前
７

時

‐
６
２
３
‐
６
２
１
１　

○
役
場

町
民
課
国
保
年
金
係　

62
‐

２
１
１
１
内
線
５
０
９

４
月
中
に
申
請
く
だ
さ
い

■
Ｉ
Ｇ
Ｒ
通
学
定
期
補
助
金

　

町
は
、列
車
通
学
者
を
持
つ
家

庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、通
学
定
期
券
購
入
に
掛
か
っ
た

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】　

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄

道
の
通
学
定
期
を
利
用
し
た
人
の

保
護
者
。
な
お
、通
学
定
期
の
有
効

期
限
が
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
も
の

に
限
り
ま
す

【
申
請
方
法
】　

Ｉ
Ｇ
Ｒ
各
駅
か
ら

使
用
証
明
を
受
け
た「
Ｉ
Ｇ
Ｒ
通
学

定
期
補
助
金
交
付
申
請
書
」を
役
場

企
画
商
工
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い（
郵
送
可
）。
駅
か
ら
の
使
用
証

明
は
申
し
出
を
し
な
け
れ
ば
受
け

ら
れ
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

【
申
請
期
限
】　

４
月
30
日（
月
）　

※
土
・
日
・
祝
日
は
日
直
が
受
け

付
け
ま
す

・
　

役
場
企
画
商
工
課
企

画
広
報
係　

62
‐
２
１
１
１
内

線
２
１
７

山
火
事
予
防
運
動
を
実
施

■
野
焼
き
に
注
意
！

　

こ
れ
か
ら
山
火
事
が
多
発
す
る

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

　町の地域おこし協力隊として昨年10月に着任
し、早いものでもう半年が経とうとしています。今
回は私達の活動の一部を紹介したいと思います。
　私達の活動内容は大きくわけて2つ。まず１つ
目は魅力発信レポーターです。東京でのPRイベン
トやイルミネーションの企画もこの一環として取り
組みましたが、ほかにもSNSを活用し、広報や回
覧板では伝えきれない情報をリアルタイムでお届け
しています。その中の新企画として〝岩手町おすす
めスポット〟〝もぐもぐいわてまち〟と題した、体
験取材して紹介するコーナーを設けました。岩手町

おすすめスポットでは、弓弭の泉や御堂新田の滝、
園井恵子像や丹藤川渓流に実際に足を運び、もぐも
ぐいわてまちではレストラン石神の丘やラーメンた
けちゃんなど町のグルメ情報を紹介しています。ま
ずは私達自身が町のいいところをたくさん発見・発
信し、町のファンを増やし、２つ目のミッションで
もある移住促進につなげていきたいと思っています。
　町のみなさんも今日からSNSをはじめてみませ
んか？フォローもよろしくお願いいたします！

地域おこし協力隊の佐々木&小林が
毎月、岩手町の魅力をお伝えします。

岩手を沸かす熱いイベント岩手を沸かす熱いイベント
～「キャベツのまち」を首都圏にPR～

まちの魅力を発信中 !

Kobayas
hi

Title

Sasaki

Vol.
004

フォローお願いします！

「こびる」とは農作業の合間の休憩や軽食という意味。
農業が盛んな町の広報紙として、休憩時間に気軽に読んで
もらえるような心温まるコーナーになってほしいという思
いを込めてタイトルを「KOBIRU じかん」と名付けました。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
町
の
グ
ル
メ
情
報
を
発
信
す
る

「
も
ぐ
も
ぐ
い
わ
て
ま
ち
」の
取
材
の
様
子

今月は小林が
担当します
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医療医療医療

診療科 診療日 受付時間

内　科 月～金曜日 08:30 ～11:30
 （午後随時）
診療時間
9:00～ 17:00

外　科 月～金曜日

応援診療科（４月）
脳神経外科
※要予約 10 日 8:30 ～

11:00
循環器（内科）
※要予約

2、6、9、
13、16、20、
23、27 日

12:30 ～
14:30

小児科 13、27 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 10、24 日 13:00 ～
15:30

整形外科 20 日 8:30 ～
11:30

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所

3（木） 9:00 ～ 第 38回 IBC杯ホッケー大会
（高校の部、５日まで） 町ホッケー場

9（水）12:30 ～ ３歳児健康診査
（平成26年9月15日～10月31日生まれ） 町保健センター

11（金） 9:30 ～ 12:30 妊婦教室 1回目（平成30年 7月～10月出産予定） 町保健センター

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

4月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や町ホームページなどで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

月

月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

3（木）岩手沼宮内クリニック
4（金）佐々木医院
5（土）佐渡医院
6（日）塚谷医院
13（日）北上脳神経外科クリニック

５月

休日当番医【受付時間】
　9:00～17:00

日（曜） 当番医
1（日）佐渡医院
8（日）塚谷医院
15（日）さわやかクリニック
22（日）北上脳神経外科クリニック
29（日）佐藤整形外科クリニック
30（月）沼宮内地域診療センター

４

５

医療町民カレンダー

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐藤整形外科クリニック

佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

61-2025

61-3636
62-2234

68-7240
62-3211
62-2043
62-1155

62-2511

▼

こども救急相談電話

診療時間外の受診

日 お名前 保護者 行政区

30 片野　稟
り こ

子 祐 介 下愛宕下

3 上山　玄
げん

辰 之 横 田

11 三浦　朋
と も や

也 誠 中 田

12 髙杉　晴
は る と

人 俊 章 石 神

13 早坂　一
い つ き

輝 優 希 下愛宕下

14 佐々木　彩
あ み か

末可 寿 樹 田 中

20 田中　心
あ づ は

月花 利 春 大 森

27 地舘　功
こ う た

太 智 橋 場

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区
31 久保田　晴吾（58） とし子 下 浮 島

1 中居　キヨ （96） 本 人 民 部 田
3 今松　ハルヱ（88） 本 人 上 鴫 沢
5 帷子　カツ （81） 昭 八 岩 崎
6 大石　ノヱ （94） 本 人 川 原 木
6 舘山　ユキ （92） 本 人 城 山
7 向井　サン （97） 功 雄 土 川
10 佐藤　ユキ （98） 忠 雄 境 田
10 小島　久忠 （85） 久 幸 上 大 町
10 勝田　京子 （74） 本 人 大 坊
11 油谷　ミツ （94） 本 人 豊 岡
15 平野　光男 （76） ユリ子 下五日市
17 宮崎　ハル （87） 博　志 境 田
19 山﨑　元次郎（88） 良 一 日の神子
23 白畑　榮三 （87） キ ミ 下 大 町
23 滝本　佐五郎（96） 登志雄 野 原
25 千葉　喜八郎（93） 伊佐雄 葉 木 田
25 中村　マサ （89） 本 人 白 椛

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000　※ダイヤル回線電話、
　ＩＰ電話（ひかり電話）、ＰＨＳからは  019-605-9000

■町傾聴ボランティア「おひさま」

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）　■役場健康
福祉課 0195-62-2111（内線 518）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　  019-653-1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　  019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院  019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院　  019-662-5656
【川久保】　川 久 保 病 院　  019-635-1305

２月受け付け分

●生まれたお子さん● 8 人（8 人）

●お婿さん、お嫁さん● １組（3 組）

●亡くなられた人● 18 人（27 人）
▼1月

子どもが急病のときよろこびかなしみ

こころといのちを支えるいわて 一人で悩まず
相談ください

  　　【開催日】  毎月第２、第４月曜日
　　　　　　　　　　　　　　  （祝日の場合翌日）
  　　【時　間】  午後 1時～ 3時
  　　【場　所】  プラザあい１階

「おひさまサロン」
※予約不要です。悩み事
を話してみませんか？

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　  019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院
　下記予定表のとおり

　【受付時間】　土曜日は午後1時～5時、夜間は午後5時～翌朝9時
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡
　市夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の
　急病の子どもを受け入れます
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

日 月 火 水 木 金 土
4/1
医大

2
中央

3
川久保

4
医大

5
中央

6
医大

7
こども/中央

8
医大

9
中央

10
川久保

11
日赤

12
医大

13
中央

14
こども/中央

15
日赤

16
医大

17
川久保

18
医大

19
中央

20
医大

21
こども/医大

22
中央

23
医大

24
中央

25
医大

26
中央

27
医大

28
こども/中央

29
医大

30
中央

5/1
川久保

2
医大

3
中央

4
日赤

5
こども/医大

6
中央

7
医大

8
川久保

9
中央

10
医大

11
中央

12
こども/医大

13
中央

14
医大

15
川久保

16
中央

17
医大

18
中央

19
こども/医大

▼ 1月

日 お名前 世帯主 行政区

14 　日下　大和　佐藤　芳子
本 人
与 一

上 町
大 渡

▼２月

次号は５月 10日㈭発行予定
本紙は原則、毎月第１木曜日に発行していますが、次号は大型
連休のため、5月 10日㈭の発行となります。ご了承ください。
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▼２月

▼２月

◆ 町税などの納付期限 ◆

固定資産税（第 1期） 5月１日㈫
口座振替日：4月 25日㈬

　組数、人数の（ ）内は実数です。
　町内に住所がある人で、広報に掲載を希望する人の
み掲載しています。掲載希望の有無は、届け出の際に
役場町民課にお話しください。

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所

9:00 ～ 17:00 第１回町文化財展（4月 8日まで）歴史回廊～一方井・浮島地区をめぐる～ 石神の丘美術館

５（木）
13:30 ～ 沼宮内中入学式 沼宮内中

14:00 ～ 一方井中入学式 一方井中

６（金）
10:00 ～ 沼宮内小、川口小、一方井小入学式 各小学校

13:15 ～ 川口中入学式 川口中

15（日） 9:00 ～ 町スポーツ少年団結団式 森のアリーナ

18（水）10:00 ～ 15:30 盛岡年金事務所出張相談（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211） ゆはず交流館

19（木）10:00 ～ まんまと湯っこの会 町老人福祉センター

20（金） 9:00 ～ 12:00 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

24（火）

12:20 ～
12:45 ～

9 カ月児健康診査（平成29年 7月生まれ）
6カ月児健康診査（平成29年10月生まれ）
1 歳児健康診査（平成29年4月生まれ）
※乳幼児の健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

13:00 ～ 16:00 悪質商法トラブル・多重債務出前相談会（要予約：役場総務課行政係 62-2111 内線 204） 町総合開発センター

26（木）
9:30 ～ 12:30 離乳食教室（3～ 4カ月児の家族） 町保健センター

10:00 ～ 12:00 子育てサロン “すくすく” 町保健センター

28（土） 9:00 ～ 第 38回 IBC杯ホッケー大会
（中学校の部） 町ホッケー場
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代表：鍋倉 留美子（73）
　　　＝下大町＝

会員 : 15人

いきいきサ ルクーサ ルクー
No.53

　

町
中
央
公
民
館
で
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、

結
成
さ
れ
た「
ゆ
は
ず
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
」は
、

古
く
な
っ
た
衣
服
を
作
り
直
し
て
再
生
さ
せ
る

縫
製
サ
ー
ク
ル
で
す
。
活
動
は
毎
月
第
２
・
４

金
曜
日
。
こ
れ
ま
で
、し
ま
い
込
ま
れ
て
い
た

反
物
や
服
地
な
ど
か
ら
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
シ
ャ

ツ
、ス
ラ
ッ
ク
ス
や
ス
カ
ー
ト
な
ど
に
再
生
さ

せ
て
き
ま
し
た
。
代
表
を
務
め
る
鍋
倉
さ
ん
は

「
古
い
も
の
か
ら
作
り
直
し
た
服
は
、公
民
館
の

文
化
祭
で
展
示
し
、一
戸
町
の
福
祉
施
設
と
の

作
品
交
流
も
し
て
い
ま
す
。
数
年
前
に
は
自

分
た
ち
で
作
っ
た
服
を
着
て
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
も
開
催
し
た
ん
で
す
よ
」と
充
実
の
活

動
内
容
を
紹
介
。
裁
縫
の
指
導
を
行
う
三
上
れ

い
子
さ
ん
＝
盛
岡
＝
は「
培
っ
た
技
術
で
皆
さ

ん
が
日
々
の
暮
ら
し
に
役
立
て
て
い
る
こ
と
が

魅
力
で
す
ね
」と
語
り
ま
す
。

　

今
年
で
結
成
か
ら
20
年
を
迎
え
る
同
サ
ー
ク

ル
は
、作
品
展
示
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
計
画

中
。
魅
力
あ
ふ
れ
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

培
っ
た
技
で
服
飾
を
再
生

ゆ
は
ず
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

「いきいきサークル」では、町内で活動するスポーツ、文化、ボランティアなどのサークルや
さまざまな団体を紹介します。　　  役場企画商工課企画広報係 62 － 2111 内線 215 へ

■
 編
集
／
岩
手
町
企
画
商
工
課

　
〒
028-4395 岩

手
県
岩
手
郡
岩
手
町
五
日
市
10-44

　
 0195-62-2111　

FA
X0195-62-3104

■
 町
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
確
認
　
 0195-62-5367 （

自
動
応
答
電
話
）

■
 町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.tow

n.iw
ate.iw

ate.jp
■
 町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
　
@
iw
atem

achi_koho

2018年
［
平
成
30年

］
４
月
12日

発
行

No.706

H30.2.28現在　（ ）内は前月比
【人口】　男　6,711人（△16）
　　　　女　6,988人（△20）
　　　　計 13,699人（△36）
【世帯】　　5,436世帯（△ 5）
【出生】 8人　【死亡】 27人
【転入】11人　【転出】 28人
【外国人住民】145人

 人口の動き
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古
く
な
っ
た
服
を
再
生
し
、
縫
製
を
楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
皆
さ
ん

　

町
の
皆
さ
ん
、広
報
い
わ

て
ま
ち
い
か
が
で
し
た
か
。

わ
が
町
の
寒
い
冬
が
過
ぎ
、

い
よ
い
よ
春
も
本
番
で
す
。

う
れ
し
い
季
節
も
、皆
さ
ん

ご
存
じ
の
と
お
り
ス
ギ
花
粉

な
ど
に
悩
ま
さ
れ
る
時
期
。

つ
ら
い
花
粉
症
の
季
節
、外

へ
出
て
取
材
す
る
機
会
の
多

い
私
も
実
は
花
粉
症
。
春
か

ら
夏
に
か
け
て
、目
の
か
ゆ

み
と
戦
い
、豪
快
で
大
き
な

く
し
ゃ
み
を
連
発
。
取
材
で

お
邪
魔
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
と

き
だ
け
は
、我
慢
し
た
い
も

の
で
す
。
畑
の
作
業
も
始
ま

り
、気
温
も
上
が
っ
て
田
ん

ぼ
も
忙
し
く
な
る
春
。
少
し

ず
つ
迫
る
桜
の
開
花
が
楽
し

み
で
す
。　
　
　

遠
藤
康
平

編編
集
後
記

集
後
記

美
術
館
へ
行
こ
う

岩手町を描いた絵画や写真をはじめ
町の歴史や文化を紹介します

【開館時間】　午前９時～午後５時
【 休 館 日 】　毎週月曜日　　※ゴールデンウィーク中は無休です

４月 21日㈯～６月３日㈰

岩手町大百科

  石神の丘美術館  62－1453

石神の丘美術館開館 25周年記念展【博物編】
おしらせ

リニューアル工事のため、石神の丘美
術館屋外展示場は、2018 年８月から
2020 年春までお休みします。この期間
は、屋外散策ができませんのでご注意
ください。館内で開催する展覧会は引
き続きご覧いただけます。


